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論
説
『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
へ
i
そ
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
ー
豊
　
田
　
周
　
子
豊田
は
じ
め
に
　
台
湾
人
作
家
呉
濁
流
（
一
九
〇
〇
ー
七
六
）
は
、
言
論
統
制
の
極
め
て
厳
し
い
日
本
統
治
末
期
の
台
湾
に
お
い
て
、
将
来
的
に
公
表
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
『
胡
志
明
』
を
秘
密
裏
に
書
き
続
け
、
「
光
復
」
後
に
刊
行
し
た
。
『
胡
志
明
』
（
全
五
篇
）
は
、
そ
の
文
学
史
的
な
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
近
年
ま
で
第
五
篇
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
七
年
に
、
緑
蔭
童
旦
房
よ
り
全
篇
が
復
刻
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
、
研
究
の
条
件
も
整
う
こ
と
と
な
っ
た
。
　
筆
者
は
こ
の
『
胡
志
明
』
を
、
日
本
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
知
識
人
の
精
神
史
を
描
出
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
作
品
と
し
て
考
察
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
て
来
た
が
、
な
お
検
討
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
再
び
二
つ
の
方
向
か
ら
テ
ク
ス
ト
『
胡
志
明
』
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
『
胡
志
明
』
を
創
作
当
時
の
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
再
評
価
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
『胡志明』から『アジヤの孤児』へ33
現
代
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
復
旦
大
学
の
陳
思
和
氏
は
、
著
書
『
中
国
当
代
文
学
史
教
程
』
に
お
い
て
、
時
代
の
制
約
下
に
公
表
で
き
な
か
っ
た
文
学
作
品
を
「
潜
在
創
作
」
（
原
文
は
「
潜
在
写
作
」
）
と
い
う
用
語
に
よ
り
定
義
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
が
文
学
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
陳
氏
の
こ
の
概
念
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
『
胡
志
明
』
を
日
本
統
治
期
末
期
の
台
湾
新
文
学
に
お
け
る
「
潜
在
創
作
」
と
し
て
文
学
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
「
「
潜
在
創
作
」
と
し
て
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
呉
濁
流
『
胡
志
明
』
論
」
〔
以
下
、
前
稿
と
略
記
〕
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
『
胡
志
明
』
と
他
作
家
に
よ
る
同
時
代
公
表
作
品
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
公
表
作
品
に
お
い
て
表
現
不
可
能
で
あ
っ
た
台
湾
人
の
精
神
性
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
抑
圧
さ
れ
た
時
代
に
お
い
て
も
台
湾
知
識
人
の
批
判
精
神
が
存
在
し
た
こ
と
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
公
表
作
品
に
課
せ
ら
れ
た
表
現
上
の
制
約
や
、
そ
の
曖
昧
な
表
現
の
深
層
を
窺
う
参
照
枠
と
も
な
り
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
『
胡
志
明
』
の
同
時
代
に
お
け
る
意
義
を
指
　
（
4
）
摘
し
た
。
　
『
胡
志
明
』
の
文
学
史
的
意
義
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
度
検
討
し
た
い
も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
テ
ク
ス
ト
改
編
の
問
題
で
あ
る
。
戦
後
五
十
年
代
に
、
『
胡
志
明
』
は
、
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
〔
以
下
、
『
ア
ジ
ヤ
』
と
略
記
〕
と
改
題
さ
れ
、
ま
た
内
容
に
も
手
が
加
え
ら
れ
、
日
本
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
す
で
に
、
『
胡
志
明
』
を
約
六
割
に
縮
め
大
幅
に
改
作
し
た
も
の
が
『
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
ジ
ヤ
』
で
あ
る
こ
と
や
、
両
テ
ク
ス
ト
の
異
質
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
篇
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
全
体
を
通
じ
た
検
討
や
圧
縮
・
削
除
の
理
由
に
つ
い
て
の
考
察
、
更
に
は
、
『
ア
ジ
ヤ
』
と
い
う
新
た
な
テ
ク
ス
ト
が
日
本
で
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
必
然
性
に
つ
い
て
の
探
求
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
台
湾
と
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
全
面
的
な
比
較
を
行
う
。
そ
の
考
察
結
果
と
、
四
五
年
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
台
湾
と
日
本
の
歴
史
的
背
景
、
日
本
に
お
け
る
受
容
の
経
緯
、
ま
た
日
本
人
読
者
の
反
響
と
い
っ
た
こ
と
を
併
せ
見
る
こ
と
で
、
『
胡
志
明
』
が
『
ア
ジ
ヤ
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
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一
　
呉
濁
流
略
歴
　
呉
濁
流
は
、
一
九
〇
〇
年
六
月
二
日
、
新
竹
州
・
新
哺
の
客
家
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
漢
民
族
の
伝
統
的
な
教
育
の
場
で
あ
っ
た
「
書
房
」
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
彼
は
公
学
校
に
入
学
し
、
十
六
歳
の
時
に
総
督
府
国
語
学
校
師
範
部
に
進
学
し
た
。
同
校
卒
業
後
は
公
学
校
な
ど
台
湾
人
の
初
等
教
育
に
関
わ
る
教
員
と
な
る
が
、
現
場
に
お
け
る
軍
隊
式
の
管
理
体
制
を
批
判
す
る
な
ど
し
て
、
僻
地
の
学
校
へ
度
々
左
遷
さ
れ
た
。
四
十
歳
の
頃
、
職
場
で
の
台
湾
人
教
員
に
対
す
る
侮
辱
に
憤
っ
て
職
を
辞
す
と
、
注
兆
銘
政
権
の
官
吏
を
務
め
る
友
人
を
頼
っ
て
南
京
に
渡
り
、
『
南
京
大
陸
新
報
』
の
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
し
か
し
日
本
敗
戦
の
色
彩
が
濃
く
な
っ
た
た
め
、
家
族
と
も
ど
も
一
年
後
に
帰
台
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
大
陸
経
験
は
、
「
南
京
雑
感
」
や
「
南
京
要
人
印
象
記
」
と
し
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
て
公
表
さ
れ
た
。
帰
台
後
は
、
『
台
湾
新
報
』
新
聞
社
の
記
者
と
な
り
、
台
北
帝
国
大
学
の
学
者
で
あ
っ
た
工
藤
好
美
や
中
村
哲
、
ま
た
画
家
の
立
石
鉄
臣
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
と
言
う
。
こ
う
し
た
日
本
人
と
の
交
流
も
、
『
胡
志
明
』
の
内
容
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
旧
詩
に
優
れ
、
二
十
年
代
後
半
か
ら
苗
栗
詩
社
（
大
新
吟
社
）
に
参
加
し
て
お
り
、
三
十
代
に
入
る
と
新
文
学
の
活
動
に
も
着
手
し
、
「
ど
ぶ
の
緋
鯉
」
（
『
台
湾
新
文
学
』
一
巻
五
号
）
ほ
か
、
三
篇
の
日
本
語
小
説
を
発
表
す
る
が
、
統
治
下
の
台
湾
に
お
い
て
、
以
降
は
作
品
を
公
に
す
る
こ
と
な
く
、
四
三
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
『
胡
志
明
』
を
秘
密
裏
に
創
作
し
た
の
だ
つ．
ｬ
・
　
一
九
四
五
年
の
「
光
復
」
後
、
旧
植
民
地
の
日
本
語
教
育
を
受
け
、
日
本
語
が
思
想
・
表
現
の
手
段
と
な
っ
て
い
た
台
湾
知
識
人
の
な
か
に
は
、
反
帝
．
反
封
建
．
郷
土
の
描
写
と
い
っ
た
、
台
湾
新
文
学
以
来
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
独
自
の
文
化
を
、
日
本
語
の
創
作
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
よ
っ
て
花
開
か
せ
よ
う
と
し
た
者
も
あ
っ
た
。
当
時
、
『
台
湾
文
化
』
な
ど
中
国
語
使
用
の
雑
誌
の
ほ
か
に
、
台
湾
文
化
再
生
の
気
概
豊田『胡志明』から『アジヤの孤児』へ35
に
燃
え
た
台
湾
人
作
家
た
ち
は
、
中
国
語
と
日
本
語
が
併
用
さ
れ
た
『
新
知
識
』
、
『
台
湾
評
論
』
、
『
新
新
』
な
ど
の
雑
誌
や
『
人
民
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
報
』
、
『
中
華
日
報
』
な
ど
の
新
聞
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
て
ゆ
く
。
例
え
ば
、
龍
瑛
宗
や
呉
濁
流
が
編
集
に
関
わ
っ
た
『
中
華
日
報
』
に
は
日
本
語
欄
が
設
け
ら
れ
、
台
湾
人
作
家
の
創
作
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
時
の
陳
儀
政
府
は
、
日
本
語
を
「
奴
隷
化
」
の
象
徴
と
見
倣
し
、
公
の
場
か
ら
排
除
す
べ
く
、
四
六
年
十
月
二
五
日
よ
り
、
新
聞
・
雑
誌
上
の
日
本
語
欄
禁
止
を
発
令
し
た
。
呉
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
こ
の
時
、
台
湾
の
文
化
の
た
め
に
日
本
語
の
新
聞
雑
誌
を
「
永
久
に
自
由
に
嚢
刊
を
許
す
べ
き
」
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
呉
の
み
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
ず
、
多
く
の
台
湾
知
識
人
が
新
聞
や
雑
誌
上
で
反
対
の
意
を
唱
え
た
。
も
っ
と
も
、
日
本
語
欄
の
禁
止
令
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
日
本
語
の
新
聞
欄
や
書
籍
出
版
が
停
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最
近
の
研
究
に
よ
り
、
四
七
年
の
二
・
二
八
事
件
か
ら
一
九
四
九
年
の
四
・
六
事
件
（
白
色
テ
ロ
）
ま
で
は
、
台
湾
に
お
い
て
比
較
的
自
由
な
言
論
空
間
が
持
続
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
・
て
馳
・
実
際
の
と
こ
ろ
・
呉
自
身
の
回
想
に
・
二
二
八
事
件
の
た
め
に
罠
報
の
倉
庫
内
に
＋
・
月
眠
つ
て
」
い
た
『
胡
志
明
』
第
五
篇
の
原
稿
が
、
四
八
年
一
月
に
な
っ
て
公
刊
さ
れ
た
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
も
日
本
語
創
作
の
発
表
の
場
が
あ
・
た
こ
と
は
推
察
さ
雛
・
こ
の
四
六
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
・
彼
が
「
陳
大
人
」
（
『
新
新
』
・
四
六
年
）
や
「
先
生
嬌
」
（
『
民
生
報
』
、
四
六
年
）
、
「
光
復
」
後
の
台
湾
に
お
け
る
台
湾
人
女
性
と
大
陸
か
ら
来
た
中
国
人
男
性
と
の
婚
姻
を
描
い
た
中
篇
『
ポ
ツ
ダ
ム
科
長
』
（
私
家
版
・
四
勧
）
と
い
・
た
小
説
を
台
湾
の
雑
誌
に
発
表
し
・
『
中
著
報
』
の
日
本
語
欄
に
も
評
論
を
寄
せ
る
な
ど
、
文
化
再
建
の
気
運
の
高
ま
る
な
か
、
精
力
的
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
し
か
し
四
九
年
に
戒
厳
令
が
公
布
さ
れ
、
五
十
年
代
に
入
る
と
、
台
湾
の
公
共
空
間
に
お
け
る
言
語
統
制
は
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
。
そ
う
し
た
理
由
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
時
期
、
呉
は
日
本
語
作
品
発
表
の
場
を
求
め
る
よ
う
に
、
『
ア
ジ
ヤ
』
（
五
六
年
）
や
、
同
作
を
改
題
し
た
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
（
五
七
年
）
を
日
本
で
刊
行
し
始
め
る
。
台
湾
に
お
い
て
も
中
国
語
に
よ
り
、
当
時
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
二
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
二
八
事
件
に
言
及
し
た
自
伝
的
作
品
で
あ
る
『
無
花
果
』
（
『
台
湾
文
芸
』
十
九
－
二
一
期
、
六
八
年
）
や
、
ま
た
四
九
年
に
起
こ
っ
た
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白
色
テ
ロ
の
時
代
を
描
写
し
た
『
台
湾
連
翅
』
の
第
一
部
を
連
載
（
『
台
湾
文
芸
』
三
九
ー
四
五
期
、
七
三
年
）
し
て
お
り
、
一
方
、
『
無
花
果
』
が
収
め
ら
れ
た
『
夜
明
け
前
の
台
湾
ー
植
民
地
か
ら
の
告
発
』
や
『
泥
檸
に
生
き
る
1
苦
悩
す
る
台
湾
の
民
』
（
以
上
、
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
二
年
）
な
ど
の
自
伝
的
長
編
作
品
を
陸
続
と
日
本
で
発
表
し
、
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
末
に
、
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
ー
日
本
統
治
下
の
台
湾
』
（
七
三
年
）
を
再
刊
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
呉
は
し
か
し
、
言
論
言
語
統
制
の
困
難
な
時
期
に
勇
気
を
も
っ
て
作
品
を
公
表
し
た
だ
け
で
な
か
っ
た
。
七
六
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
台
湾
人
の
言
論
の
自
由
を
求
め
、
台
湾
の
歴
史
を
作
品
化
し
続
け
る
と
と
も
に
、
晩
年
に
は
私
財
を
投
じ
「
呉
濁
流
文
学
賞
」
を
設
立
し
て
、
若
手
作
家
育
成
の
礎
を
築
い
た
。
こ
う
し
た
彼
の
生
き
方
は
、
戦
後
台
湾
の
後
輩
作
家
を
大
い
に
励
ま
し
、
強
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
豊田
二
　
『
胡
志
明
』
と
そ
の
版
本
に
つ
い
て
　
そ
れ
で
は
始
め
に
、
本
論
が
扱
う
『
胡
志
明
』
と
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
の
両
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
　
一
九
四
三
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
、
日
本
統
治
末
期
の
台
湾
で
創
作
さ
れ
た
『
胡
志
明
』
は
、
五
篇
六
一
章
か
ら
な
る
、
約
三
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
万
字
に
お
よ
ぶ
日
本
語
長
編
小
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
胡
志
明
』
各
篇
の
執
筆
と
刊
行
の
状
況
に
つ
い
て
、
副
題
・
脱
稿
時
期
・
刊
行
年
・
出
版
社
の
順
に
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
脱
稿
時
期
と
は
、
各
篇
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
た
年
月
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
篇
　
　
　
　
副
　
題
　
　
　
　
　
　
　
脱
稿
時
期
　
　
　
　
　
　
刊
行
時
期
　
　
　
　
　
出
版
社
　
　
第
一
篇
　
　
な
し
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
三
年
四
月
　
　
　
一
九
四
六
年
九
月
　
　
　
国
華
書
局
　
　
第
二
篇
　
　
悲
恋
の
巻
　
　
　
　
　
　
一
九
四
四
年
九
月
　
　
　
一
九
四
六
年
十
月
　
　
　
国
華
書
局
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第
三
篇
　
　
悲
恋
の
巻
　
大
陸
篇
　
　
一
九
四
四
年
十
二
月
　
　
一
九
四
六
年
十
一
月
　
　
国
華
書
局
　
　
第
四
篇
　
　
栓
楷
の
巻
　
　
　
　
　
　
一
九
四
五
年
四
月
　
　
　
一
九
四
六
年
十
二
月
　
　
民
報
総
社
　
　
第
五
篇
　
　
発
狂
の
巻
　
　
　
　
　
　
一
九
四
五
年
六
月
　
　
　
一
九
四
八
年
一
月
　
　
　
学
友
書
局
　
各
篇
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
第
↓
篇
で
は
、
主
人
公
胡
志
明
（
台
湾
人
）
の
台
湾
に
お
け
る
幼
少
期
か
ら
青
春
期
ま
で
が
描
か
れ
、
日
本
人
女
性
に
対
す
る
失
恋
を
機
に
日
本
「
内
地
」
へ
留
学
す
る
ま
で
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
篇
で
は
「
内
地
」
留
学
か
ら
帰
台
し
た
後
、
婚
約
者
と
な
っ
た
台
湾
人
女
性
の
自
殺
に
衝
撃
を
受
け
、
大
陸
に
渡
る
ま
で
が
綴
ら
れ
る
。
第
三
篇
で
は
、
渡
華
先
の
上
海
に
お
い
て
出
会
っ
た
中
国
人
女
性
と
の
結
婚
生
活
と
そ
れ
が
崩
壊
し
て
い
く
有
様
や
、
日
本
敗
戦
の
色
彩
が
濃
く
な
り
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
彼
が
独
り
帰
台
す
る
ま
で
が
語
ら
れ
る
。
第
四
篇
で
は
、
皇
民
化
政
策
時
期
の
台
湾
の
様
子
が
細
か
く
映
し
出
さ
れ
、
つ
づ
く
第
五
篇
で
は
、
決
戦
時
期
の
台
湾
の
情
景
が
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
肉
親
を
戦
争
の
た
め
に
な
く
し
た
胡
志
明
が
つ
い
に
発
狂
に
至
る
ま
で
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
次
に
、
『
ア
ジ
ヤ
』
の
版
本
で
あ
る
が
、
左
に
示
す
よ
う
に
三
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
題
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
年
　
　
　
　
　
　
　
出
版
社
　
　
一
　
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
（
『
ア
ジ
ヤ
』
を
指
す
）
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
六
年
　
　
　
　
　
一
二
三
書
房
　
　
二
　
『
歪
め
ら
れ
た
島
－
植
民
地
台
湾
か
ら
の
告
発
』
　
　
　
　
　
一
九
五
七
年
　
　
　
　
　
ひ
ろ
ば
書
房
　
　
三
　
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
－
日
本
統
治
下
の
台
湾
』
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年
　
　
　
　
　
新
人
物
往
来
社
一
の
『
ア
ジ
ヤ
』
は
、
五
篇
四
八
章
、
約
二
一
万
字
か
ら
な
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
概
ね
『
胡
志
明
』
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
三
の
七
三
年
に
出
さ
れ
た
版
が
、
現
在
最
も
人
口
に
膳
灸
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
呉
濁
流
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
研
究
の
底
本
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
版
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
日
本
語
の
テ
ク
ス
ト
を
底
本
と
す
る
主
要
な
中
国
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（
2
2
）
語
翻
訳
版
が
四
種
類
出
さ
れ
て
い
る
。
　
本
論
に
お
い
て
、
『
胡
志
明
』
と
比
較
す
べ
き
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
右
に
示
し
た
日
本
語
版
の
三
種
の
版
本
が
当
て
は
ま
る
が
、
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
と
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
の
両
テ
ク
ス
ト
と
も
『
ア
ジ
ヤ
』
と
分
量
的
に
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
内
容
に
も
本
論
の
議
論
に
関
わ
る
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
以
下
、
『
胡
志
明
』
と
の
比
較
に
言
及
す
る
際
は
、
初
版
で
あ
る
『
ア
ジ
ヤ
』
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
三
　
先
行
研
究
の
検
討
三
1
一
　
先
行
研
究
か
ら
　
次
に
、
先
行
の
研
究
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
従
来
の
研
究
は
、
『
胡
志
明
』
第
五
篇
が
未
発
掘
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
『
ア
ジ
ヤ
』
以
降
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
の
版
本
や
、
そ
の
中
国
語
版
に
拠
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
『
胡
志
明
』
に
依
拠
す
る
も
の
は
、
現
時
点
で
次
の
二
篇
を
除
き
見
当
た
ら
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟄
）
　
そ
の
一
つ
が
、
龍
瑛
宗
「
傳
統
の
潜
在
力
－
呉
濁
流
氏
の
「
胡
志
明
」
」
で
あ
る
。
龍
氏
は
、
こ
の
作
品
が
「
日
本
語
と
い
ふ
表
現
を
用
ゐ
」
な
が
ら
「
小
説
の
構
成
と
い
ひ
、
テ
ン
ポ
と
い
ひ
、
ニ
ヤ
ン
ス
と
い
ひ
、
疑
ひ
も
な
く
、
中
國
文
學
の
傳
統
を
引
ゐ
て
」
お
り
「
消
え
行
く
風
俗
を
、
文
學
と
い
う
形
象
を
通
じ
て
保
存
し
」
て
い
る
こ
と
、
「
散
漫
」
な
印
象
の
な
か
に
、
「
作
家
の
文
學
に
対
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
る
態
度
」
す
な
わ
ち
、
「
昔
風
の
東
洋
文
人
の
面
影
」
が
感
じ
取
れ
る
と
し
、
作
品
に
は
「
怒
れ
る
魂
と
抗
議
」
が
看
取
れ
る
一
方
で
、
「
す
べ
て
の
ア
ン
グ
ル
を
こ
れ
に
注
ゐ
で
ゐ
な
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
第
一
篇
に
限
っ
た
評
で
あ
り
、
作
品
全
体
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
台
湾
人
日
本
語
作
家
の
表
現
、
つ
ま
り
「
日
本
語
で
書
か
れ
な
が
ら
中
国
文
学
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
」
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こ
と
を
理
解
し
得
る
同
時
代
人
の
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
河
原
功
氏
に
よ
る
「
『
胡
志
明
』
に
つ
い
て
」
〔
以
下
、
河
原
（
〇
七
）
と
略
記
〕
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
ア
ジ
ヤ
』
は
『
胡
志
明
』
を
六
割
程
に
縮
め
た
作
品
で
あ
り
、
戦
争
描
写
を
中
心
と
す
る
第
四
、
五
篇
は
分
量
が
半
分
以
下
に
縮
少
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
を
同
一
作
品
と
見
る
こ
と
に
慎
重
に
な
る
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
胡
志
明
』
第
二
篇
に
登
場
す
る
台
湾
人
女
性
・
月
英
が
『
ア
ジ
ヤ
』
で
削
除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
主
人
公
が
彼
女
を
救
う
た
め
に
「
聰
金
」
を
払
う
行
為
が
、
新
時
代
を
志
向
す
る
人
物
や
作
者
の
生
き
方
と
矛
盾
し
て
お
り
、
こ
の
描
写
が
小
説
構
成
を
不
均
衡
に
し
て
い
た
た
め
だ
と
述
べ
る
。
更
に
、
第
四
、
五
篇
を
中
心
に
し
て
『
胡
志
明
』
の
方
が
、
植
民
地
体
制
や
皇
民
化
政
策
、
戦
時
下
の
台
湾
に
つ
い
て
の
情
景
描
写
が
細
か
く
、
ま
た
強
い
批
判
的
描
写
が
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
ア
ジ
ヤ
』
と
の
比
較
の
上
に
作
品
の
特
徴
を
端
的
に
捉
え
た
初
の
『
胡
志
明
』
論
と
言
え
よ
う
。
　
こ
の
二
編
か
ら
『
胡
志
明
』
の
特
徴
を
大
き
く
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
（
1
）
日
本
語
作
品
で
あ
り
つ
つ
中
国
文
学
の
風
格
が
あ
り
、
（
2
）
植
民
地
制
度
に
よ
り
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
台
湾
の
風
俗
が
描
写
さ
れ
、
（
3
）
小
説
の
散
漫
な
印
象
が
作
者
の
東
洋
文
人
の
気
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
（
4
）
第
四
、
五
篇
を
中
心
に
し
て
、
戦
争
批
判
の
表
現
が
強
烈
で
あ
り
、
（
5
）
戦
時
下
の
台
湾
（
人
）
の
様
子
が
、
『
ア
ジ
ヤ
』
よ
り
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
論
に
対
し
て
疑
問
も
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
龍
瑛
宗
が
述
べ
た
よ
う
な
、
植
民
地
下
に
お
け
る
「
台
湾
風
俗
」
の
描
写
や
、
小
説
の
「
散
漫
」
な
書
き
ぶ
り
が
、
改
編
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
『
ア
ジ
ヤ
』
全
篇
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
を
さ
ら
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
河
原
氏
の
論
は
主
と
し
て
四
、
五
篇
を
中
心
に
分
析
し
て
お
り
、
第
二
篇
か
ら
第
三
篇
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
果
た
し
て
主
人
公
と
婚
約
す
る
ま
で
の
間
柄
と
な
る
台
湾
人
女
性
月
英
の
描
写
は
、
氏
の
示
す
よ
う
な
、
主
人
公
の
「
生
き
方
」
に
反
す
る
と
い
う
理
由
や
「
構
成
上
の
不
均
衡
」
と
い
っ
た
理
由
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に
よ
っ
て
の
み
削
除
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
李
郁
葱
氏
が
「
呉
濁
流
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
論
1
そ
の
地
政
学
的
配
置
と
ジ
ェ
ン
ダ
i
」
に
お
い
て
、
主
人
公
を
取
り
巻
く
女
性
の
表
象
の
持
つ
地
政
学
的
な
意
味
ー
そ
れ
は
日
本
統
治
期
の
台
湾
新
文
学
に
し
ば
し
ば
表
れ
る
ー
を
分
析
し
た
観
点
か
ら
も
、
検
討
す
べ
き
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
。
三
ー
二
　
「
「
潜
在
創
作
」
と
し
て
の
呉
濁
流
『
胡
志
明
』
論
」
の
概
要
　
さ
ら
に
こ
こ
で
、
本
稿
と
連
続
す
る
筆
者
の
前
稿
に
つ
い
で
、
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
日
本
統
治
期
台
湾
の
検
閲
制
度
は
資
料
未
発
掘
の
た
め
に
全
貌
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
も
よ
う
や
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
中
、
残
存
す
る
三
十
年
代
の
検
閲
制
度
に
関
す
る
法
令
『
台
湾
出
版
関
係
法
令
釈
義
』
を
調
査
し
た
河
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
功
氏
は
、
「
日
本
統
治
期
台
湾
で
の
「
検
閲
」
の
実
態
」
に
お
い
て
、
台
湾
に
特
化
し
た
条
例
と
し
て
「
内
台
融
和
を
阻
害
す
る
事
項
」
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
マ
「
台
湾
の
独
立
を
涌
心
從
心
し
又
は
民
族
意
識
を
唆
る
こ
と
甚
だ
し
き
事
項
」
「
台
湾
総
督
を
誹
諺
し
其
の
威
信
を
失
墜
す
る
事
項
」
「
台
湾
統
治
並
に
施
政
方
針
に
対
し
悪
宣
伝
を
為
し
、
民
度
低
き
島
民
に
疑
惑
の
念
を
抱
か
し
む
る
事
項
」
と
い
っ
た
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
書
籍
に
関
し
て
も
、
大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
る
出
版
物
で
中
華
意
識
を
刺
激
す
る
も
の
は
悉
く
発
売
禁
止
に
な
っ
た
と
論
　
　
（
2
8
）
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
四
十
年
代
の
台
湾
の
検
閲
が
こ
れ
に
も
増
し
て
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
よ
う
。
で
は
、
公
に
も
の
を
言
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
植
民
地
台
湾
に
お
い
て
、
秘
密
裏
に
創
作
さ
れ
た
『
胡
志
明
』
は
「
潜
在
創
作
」
で
あ
る
が
た
め
に
ど
の
よ
う
な
表
現
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
。
　
当
時
の
他
の
作
家
に
よ
る
公
表
作
品
と
『
胡
志
明
』
の
表
現
を
対
照
さ
せ
れ
ば
、
『
胡
志
明
』
に
は
（
1
）
中
国
大
陸
、
（
2
）
植
民
地
政
策
に
対
す
る
批
判
、
（
3
）
反
封
建
制
を
軸
と
し
た
台
湾
新
文
学
の
一
大
テ
ー
マ
で
あ
り
、
同
時
に
娯
楽
的
性
格
を
も
合
わ
せ
も
つ
恋
愛
・
結
婚
・
女
性
問
題
と
い
う
描
写
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
描
写
は
、
戦
時
下
の
台
湾
で
は
、
規
制
の
対
象
と
豊田「胡志明』から『アジヤの孤児』へ41
な
る
可
能
性
が
高
く
、
同
時
期
の
台
湾
人
作
家
の
公
表
作
品
に
は
、
ほ
と
ん
ど
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
　
こ
う
し
た
描
写
か
ら
は
、
（
1
）
中
国
人
女
性
／
台
湾
人
の
大
陸
体
験
／
大
陸
で
戦
闘
に
関
わ
る
台
湾
人
兵
士
の
描
写
な
ど
、
中
国
を
描
く
こ
と
で
、
植
民
地
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
雑
性
が
映
し
出
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
（
2
）
決
戦
時
期
台
湾
の
政
策
に
つ
い
て
忌
慨
な
く
批
判
し
て
い
る
「
潜
在
創
作
」
で
あ
る
『
胡
志
明
』
と
、
公
表
作
品
の
曖
昧
・
迂
回
し
た
表
現
を
付
き
合
わ
せ
れ
ば
、
公
表
作
品
の
表
現
に
別
の
精
神
性
が
潜
む
可
能
性
を
示
し
得
る
こ
と
。
（
3
）
台
湾
新
文
学
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
蓄
妾
問
題
と
そ
の
描
写
の
あ
り
方
を
考
察
す
れ
ば
、
反
封
建
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
た
台
湾
新
文
学
の
精
神
が
『
胡
志
明
』
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
　
無
論
、
「
潜
在
創
作
」
は
作
者
の
主
観
に
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
テ
ク
ス
ト
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
当
時
の
知
識
人
に
普
遍
的
な
意
識
と
読
み
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
『
胡
明
志
』
を
「
潜
在
創
作
」
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
表
現
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
た
戦
時
下
の
台
湾
に
お
い
て
も
、
台
湾
知
識
人
の
批
判
精
神
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
や
、
ま
た
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
公
表
作
品
の
読
み
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
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四
　
『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ
ヤ
』
へ
ー
そ
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
　
そ
れ
で
は
、
日
本
統
治
期
の
「
潜
在
創
作
」
で
あ
り
、
「
光
復
」
後
に
は
台
湾
人
読
者
に
む
け
て
公
表
さ
れ
た
『
胡
志
明
』
が
、
日
本
に
お
い
て
日
本
人
の
読
者
向
け
に
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
理
由
を
探
っ
て
ゆ
こ
う
。
版
本
内
容
に
つ
い
て
の
旦
ハ
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
テ
ク
ス
ト
を
取
り
巻
く
台
湾
の
言
語
環
境
と
日
本
の
思
想
界
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
四
i
一
　
「
光
復
」
前
後
の
公
共
空
間
に
お
け
る
台
湾
の
言
語
環
境
　
日
本
統
治
期
の
台
湾
で
は
一
九
三
七
年
、
新
聞
雑
誌
上
で
漢
文
欄
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
漢
文
作
家
は
創
作
発
表
の
場
を
失
い
、
そ
の
大
半
が
筆
を
折
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
植
民
地
の
日
本
語
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
台
湾
人
知
識
人
の
中
か
ら
日
本
語
作
家
が
登
場
し
始
め
、
四
五
年
の
終
戦
ま
で
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
植
民
地
台
湾
の
初
等
教
育
は
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
、
国
民
学
校
の
数
が
約
＝
○
○
校
と
十
倍
に
な
り
、
学
生
数
は
お
よ
そ
九
三
万
人
に
達
し
、
九
〇
倍
以
上
に
も
膨
れ
あ
が
っ
た
。
さ
ら
に
中
・
高
等
教
育
に
つ
い
て
も
、
一
九
四
四
年
に
は
大
学
一
校
、
専
門
学
校
な
ら
び
に
師
範
学
校
が
各
五
校
、
中
等
学
校
が
四
六
校
に
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
下
の
日
本
語
教
育
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
土
台
と
し
て
「
内
地
」
で
高
等
教
育
を
受
け
た
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
が
、
台
湾
の
文
学
界
で
活
躍
す
る
の
が
三
七
年
か
ら
四
五
年
の
時
期
だ
（
2
9
）
っ
た
。
四
五
年
、
日
本
の
投
降
に
よ
り
「
光
復
」
を
迎
え
た
台
湾
は
、
中
華
民
国
に
接
収
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
語
は
光
復
後
も
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
使
用
さ
れ
続
け
た
。
例
え
ば
、
文
化
宣
伝
委
員
会
の
『
台
湾
新
生
報
』
、
国
民
党
台
湾
党
部
に
よ
る
『
中
華
日
報
』
、
軍
系
統
の
『
和
平
日
報
』
、
民
間
の
『
民
報
』
や
脱
植
民
地
化
が
強
く
志
向
さ
れ
た
『
人
民
導
報
』
な
ど
の
新
聞
に
お
い
て
、
日
本
語
と
中
国
語
は
併
用
さ
れ
た
。
　
だ
が
、
陳
儀
政
府
は
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
の
普
及
を
理
解
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
排
除
し
中
国
語
を
第
一
の
公
用
言
語
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
一
九
四
六
年
四
月
、
当
局
は
教
育
の
「
祖
国
化
」
を
目
的
に
「
台
湾
省
国
語
推
進
委
員
会
」
を
設
立
し
、
「
台
湾
省
国
語
運
動
要
綱
」
を
発
布
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
語
の
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
。
同
年
九
月
十
四
日
、
中
学
校
に
お
け
る
日
本
語
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
翌
月
の
十
月
二
十
五
日
に
は
、
新
聞
、
雑
誌
に
お
け
る
日
本
語
の
使
用
禁
止
の
布
告
が
出
さ
れ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
こ
う
し
た
強
硬
な
言
語
政
策
は
、
多
く
の
台
湾
知
識
人
の
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
語
や
日
本
文
化
の
全
面
否
定
と
は
、
日
本
植
民
地
下
の
教
育
の
も
と
、
日
本
語
を
思
考
や
書
記
言
語
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
言
葉
を
奪
わ
れ
る
こ
と
、
つ
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ま
り
「
自
己
喪
失
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
翌
四
七
年
に
起
こ
る
二
・
二
八
事
件
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
こ
の
日
本
語
禁
止
措
置
に
よ
る
本
省
人
の
不
満
の
高
ま
り
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
四
七
年
の
二
・
二
八
事
件
か
ら
一
九
四
九
年
の
四
・
六
事
件
ま
で
、
「
国
共
内
戦
に
か
か
わ
」
り
、
「
比
較
的
自
由
な
言
論
空
間
が
持
続
さ
れ
」
、
台
湾
知
識
人
と
「
国
民
党
主
流
と
は
別
個
」
の
「
大
陸
出
身
の
進
歩
的
知
識
人
」
ら
に
よ
っ
て
台
湾
の
「
脱
植
民
地
化
」
と
「
近
代
中
国
の
建
設
」
が
進
行
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
対
中
国
政
策
の
開
始
に
と
も
な
い
、
捨
て
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
か
れ
ま
い
と
す
る
国
民
党
政
府
が
、
二
定
の
慰
撫
政
策
」
を
行
っ
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
四
八
年
に
は
「
各
県
市
国
語
推
進
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
当
局
に
よ
る
国
語
政
策
は
着
実
に
推
進
さ
れ
、
四
九
年
の
四
六
事
件
以
降
は
、
台
湾
で
は
本
格
的
に
言
語
統
制
が
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
　
「
光
復
」
後
、
日
本
語
は
公
的
言
論
空
間
か
ら
徐
々
に
閉
め
出
さ
れ
て
ゆ
き
、
五
十
年
代
に
入
る
と
日
本
語
作
品
自
体
が
公
表
で
き
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
台
湾
側
の
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
、
『
ア
ジ
ヤ
』
の
日
本
刊
行
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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四
ー
二
　
戦
後
日
本
の
文
学
思
潮
（
四
五
年
か
ら
五
十
年
代
）
に
つ
い
て
　
で
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
日
本
の
土
壌
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
次
に
、
終
戦
後
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
日
本
の
文
学
思
潮
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
　
一
九
四
五
年
、
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
八
月
十
五
日
に
日
本
は
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後
日
本
の
知
識
人
は
、
戦
争
責
任
の
問
題
と
向
か
い
合
い
、
四
六
年
に
は
『
近
代
文
学
』
や
、
旧
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
系
の
作
家
や
評
論
家
に
よ
っ
て
戦
後
民
主
主
義
文
学
の
樹
立
を
目
指
す
『
新
日
本
文
学
』
（
一
月
創
刊
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
文
壇
で
は
戦
犯
の
追
求
問
題
が
起
こ
っ
た
。
『
近
代
文
学
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
同
人
で
あ
る
荒
正
人
・
小
田
切
秀
雄
・
埴
輪
雄
高
・
平
野
謙
・
佐
々
木
基
一
・
本
田
秋
五
ら
に
よ
り
、
座
談
会
「
文
学
者
の
責
務
」
が
開
か
れ
、
戦
後
最
も
早
い
文
学
者
の
戦
争
責
任
追
求
が
行
わ
れ
た
（
『
人
間
』
四
六
年
四
月
号
）
。
ま
た
『
新
日
本
文
学
』
に
お
い
て
は
、
文
学
者
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
戦
争
協
力
者
の
名
を
挙
げ
て
戦
前
の
文
学
の
「
実
情
を
徹
底
的
に
追
求
」
し
、
「
文
学
観
念
や
文
芸
思
潮
が
ど
ん
な
ふ
う
に
歪
ま
さ
れ
ま
た
転
落
さ
せ
ら
れ
」
、
「
文
学
的
創
造
の
源
泉
」
が
「
全
き
枯
渇
に
ま
で
追
い
や
ら
れ
た
か
」
を
は
っ
き
り
と
見
究
め
、
「
新
文
学
の
創
造
の
道
を
清
め
、
ふ
み
固
め
」
「
新
し
い
文
学
的
創
造
の
開
花
」
を
促
す
た
め
の
糾
弾
が
行
わ
れ
た
（
小
田
切
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
及
」
『
新
日
本
文
学
』
四
六
年
六
月
）
。
極
東
軍
事
裁
判
の
判
決
が
あ
っ
た
四
八
年
、
文
壇
で
は
平
和
運
動
が
起
こ
り
、
知
識
人
の
共
産
党
へ
の
入
党
が
相
次
い
だ
。
四
九
年
、
文
芸
家
協
会
に
よ
っ
て
「
文
学
者
と
平
和
擁
護
に
つ
い
て
」
の
声
明
が
発
表
さ
れ
、
五
一
年
に
は
加
藤
周
一
が
『
抵
抗
の
文
学
』
（
岩
波
新
書
）
を
著
し
て
、
戦
時
中
の
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
文
学
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
、
抵
抗
文
学
が
文
壇
の
注
目
を
浴
び
る
。
そ
し
て
五
五
年
に
は
『
日
本
抵
抗
文
学
選
』
（
＝
＝
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
、
戦
時
中
の
抵
抗
文
学
を
発
掘
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
ら
わ
れ
た
。
五
四
年
に
は
、
詩
人
に
よ
る
戦
争
責
任
論
が
起
こ
り
、
日
本
が
国
連
に
加
盟
し
た
五
六
年
に
は
左
翼
文
学
批
判
が
活
発
化
し
て
ゆ
く
。
安
保
改
定
阻
止
闘
争
が
起
こ
っ
た
五
九
年
、
文
学
界
で
は
「
戦
争
体
験
論
の
意
味
」
（
橋
川
文
三
）
が
書
か
れ
、
思
想
の
方
面
で
も
『
戦
後
日
本
の
思
想
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年
）
が
一
斉
に
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
戦
後
十
年
間
は
、
戦
前
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
猛
省
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
再
出
発
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
　
以
上
、
見
て
き
た
と
お
り
四
五
年
以
降
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
「
光
復
」
後
五
十
年
代
ま
で
の
言
語
統
制
が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
終
戦
後
五
十
年
代
ま
で
の
文
学
・
思
想
界
に
お
け
る
戦
争
責
任
追
求
・
反
省
の
思
潮
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
、
二
つ
の
歴
史
的
文
脈
が
あ
わ
さ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
『
ア
ジ
ヤ
』
の
刊
行
を
後
押
し
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
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五
　
両
テ
ク
ス
ト
間
の
異
同
に
つ
い
て
　
で
は
テ
ク
ス
ト
の
旦
ハ
体
的
な
検
討
に
入
ろ
う
。
『
胡
志
明
』
は
『
ア
ジ
ヤ
』
と
し
て
戦
後
の
日
本
で
公
表
さ
れ
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に
改
編
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
『
胡
志
明
』
と
『
ア
ジ
ヤ
』
の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
、
改
編
に
よ
っ
て
変
化
し
た
『
胡
志
明
』
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
　
今
再
び
、
『
胡
志
明
』
の
梗
概
を
振
り
返
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
確
か
め
て
お
こ
う
。
　
　
　
・
第
一
篇
　
主
人
公
の
幼
少
期
か
ら
青
春
期
ま
で
　
　
　
主
人
公
の
胡
志
明
は
、
漢
学
者
の
祖
父
の
意
向
に
よ
り
書
房
に
入
り
、
四
書
五
経
を
習
っ
て
い
た
。
書
房
の
先
生
は
漢
学
を
教
　
　
授
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
統
治
に
思
想
的
に
反
抗
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
書
房
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
、
胡
志
明
は
公
学
校
　
　
に
入
学
し
、
そ
の
後
、
国
語
学
校
師
範
部
を
経
て
公
学
校
に
就
職
し
た
。
胡
志
明
は
そ
こ
で
台
湾
人
教
師
の
不
公
平
な
境
遇
や
、
　
　
日
本
人
教
師
の
台
湾
人
児
童
へ
の
虐
待
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
彼
は
職
場
の
日
本
人
女
性
教
師
久
子
に
好
意
を
寄
せ
告
白
す
る
　
　
が
、
民
族
的
理
由
か
ら
拒
絶
さ
れ
、
傷
心
を
抱
え
た
ま
ま
「
内
地
」
に
留
学
す
る
。
　
　
　
・
第
一
一
篇
　
主
人
公
の
青
春
時
代
　
　
　
東
京
留
学
の
四
年
間
、
胡
志
明
は
台
湾
人
の
身
分
を
公
表
で
き
な
い
苦
し
さ
を
体
験
す
る
。
一
方
、
下
宿
先
の
大
家
の
娘
に
恋
　
　
心
を
抱
く
も
の
の
そ
の
思
い
を
胸
に
秘
め
帰
台
す
る
こ
と
と
な
る
。
故
郷
で
は
、
疎
外
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
就
職
先
の
な
い
　
　
状
況
に
失
望
し
、
つ
い
に
自
ら
の
留
学
経
験
を
否
定
す
る
ま
で
に
な
る
。
そ
ん
な
時
、
兄
が
分
家
騒
動
を
引
き
起
こ
す
。
ま
た
、
　
　
金
満
家
の
妾
に
な
る
運
命
か
ら
救
い
た
い
一
心
で
婚
約
し
た
台
湾
人
女
性
が
、
そ
の
金
満
家
に
よ
っ
て
侮
辱
さ
れ
、
絶
望
し
て
自
東洋文化研究12号
　
殺
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
る
。
良
心
の
呵
責
に
苛
ま
れ
た
胡
志
明
は
、
安
心
立
命
の
地
を
も
と
め
て
大
陸
へ
と
旅
立
つ
。
　
　
・
第
三
篇
　
主
人
公
の
青
年
時
代
　
　
貧
富
の
差
の
激
し
い
、
「
俗
悪
」
か
つ
「
不
衛
生
」
な
中
国
（
上
海
）
の
現
状
に
胡
志
明
は
驚
く
。
北
京
語
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
を
か
さ
ね
、
現
地
で
日
本
語
教
師
と
な
っ
た
胡
志
明
は
、
か
つ
て
列
車
の
中
で
出
会
っ
た
蘇
州
美
人
と
再
会
し
、
恋
に
落
ち
結
婚
　
す
る
。
し
か
し
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
の
彼
女
は
、
形
だ
け
の
政
治
運
動
に
参
加
し
、
家
庭
を
顧
み
な
い
人
間
だ
っ
た
。
三
十
年
代
　
の
中
国
で
は
抗
日
運
動
が
起
り
、
国
共
内
戦
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
晩
、
台
湾
人
の
身
分
を
怪
し
ま
れ
た
胡
志
明
は
、
自
　
宅
で
特
高
警
察
に
拘
禁
さ
れ
る
。
教
え
子
の
協
力
で
な
ん
と
か
軟
禁
状
態
か
ら
脱
出
し
上
海
に
逃
れ
る
が
、
上
海
も
混
乱
状
態
に
　
陥
っ
て
お
り
、
身
の
危
険
が
迫
っ
た
彼
は
、
家
族
を
残
し
て
帰
台
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
　
　
・
第
四
篇
　
主
人
公
の
青
年
時
代
～
壮
年
期
　
　
七
七
事
変
後
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
台
湾
も
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
、
巷
で
は
皇
民
化
の
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
胡
志
　
明
は
抑
圧
さ
れ
る
民
衆
に
同
情
し
な
が
ら
、
兄
を
は
じ
め
と
し
て
皇
民
化
政
策
を
推
進
す
る
台
湾
人
や
、
行
政
の
名
の
も
と
に
台
　
湾
人
を
欺
く
日
本
人
に
憤
る
。
殺
伐
と
し
た
状
況
の
な
か
胡
志
明
は
心
の
平
穏
を
失
っ
て
い
く
。
　
　
・
第
五
篇
　
主
人
公
の
壮
年
時
代
　
　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
台
湾
で
は
「
特
別
志
願
兵
制
度
」
が
喧
伝
さ
れ
、
台
湾
人
青
年
の
招
集
が
強
制
的
に
行
わ
れ
る
。
　
人
々
は
戦
力
確
保
の
た
め
に
動
員
さ
れ
、
物
資
や
金
品
を
徴
収
さ
れ
、
臨
戦
態
勢
を
強
い
ら
れ
る
。
胡
志
明
は
政
策
に
批
判
的
で
　
「
日
本
精
神
」
に
つ
い
て
も
懐
疑
的
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
義
理
の
弟
の
戦
死
の
し
ら
せ
が
入
り
、
そ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
つ
い
に
発
狂
　
し
て
し
ま
う
。
『
ア
ジ
ヤ
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
、
第
二
篇
の
月
英
の
描
写
を
除
け
ば
、
大
筋
と
し
て
は
こ
れ
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
で
は
改
編
時
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の
変
更
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
指
摘
し
得
る
箇
所
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。
そ
の
一
つ
は
語
句
の
異
同
で
あ
る
。
『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ
ヤ
』
に
改
編
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
例
え
ば
「
湾
生
」
か
ら
「
台
湾
生
ま
れ
」
、
「
當
局
」
か
ら
「
軍
」
、
ま
た
「
国
内
」
か
ら
「
島
内
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
に
お
け
る
用
語
が
日
本
人
読
者
向
け
の
言
葉
に
改
め
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
主
人
公
の
名
前
が
胡
志
明
か
ら
胡
太
明
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
胡
志
明
と
い
う
名
前
が
当
時
、
共
産
主
義
体
制
下
に
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
指
導
者
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
中
国
語
名
と
重
な
り
、
彼
へ
の
椰
楡
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
て
変
更
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
相
違
も
読
者
対
象
を
意
識
し
た
改
編
と
言
え
る
が
、
更
に
重
要
な
の
が
、
内
容
の
圧
縮
．
削
除
箇
所
で
あ
る
。　
河
原
（
〇
七
）
は
先
述
の
通
り
、
改
編
の
際
の
主
要
な
変
更
点
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
圧
縮
．
削
除
さ
れ
た
描
写
の
指
摘
に
留
ま
り
、
そ
の
理
由
に
関
す
る
考
察
は
保
留
さ
れ
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
主
と
し
て
『
胡
志
明
』
の
第
四
、
五
篇
を
検
討
の
対
象
と
し
て
お
り
、
第
一
篇
か
ら
第
三
篇
に
つ
い
て
は
、
月
英
の
描
写
を
除
き
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
月
英
の
描
写
に
つ
い
て
言
え
ば
、
氏
は
「
胡
志
明
が
月
英
の
身
の
上
に
同
情
し
て
旧
習
で
あ
る
膀
金
を
用
意
し
て
ま
で
も
結
婚
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
の
は
、
新
時
代
を
志
向
す
る
胡
志
明
そ
し
て
呉
濁
流
の
生
き
方
と
矛
盾
」
す
る
た
め
、
「
『
胡
志
明
』
第
二
篇
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
で
も
座
り
の
よ
く
な
い
一
段
」
を
構
成
上
の
均
衡
を
保
つ
必
要
か
ら
削
除
し
た
と
述
べ
る
。
だ
が
、
全
篇
の
削
除
箇
所
と
合
わ
せ
見
た
と
き
、
台
湾
（
漢
民
族
）
の
抱
え
る
女
性
問
題
（
随
習
）
を
、
日
本
に
お
け
る
公
表
の
際
に
如
何
に
扱
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
他
の
理
由
が
浮
上
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
こ
で
以
下
に
、
「
表
一
　
『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ
ヤ
』
へ
の
改
編
に
あ
た
り
削
除
・
圧
縮
さ
れ
た
箇
所
一
覧
」
を
示
し
、
削
除
．
圧
縮
さ
れ
た
『
胡
志
明
』
の
描
写
箇
所
を
、
全
篇
を
通
し
て
拾
い
上
げ
て
み
た
い
。
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表
一
　
『
胡
志
明
』
か
ら
『
ア
ジ
ヤ
』
へ
の
改
編
に
あ
た
り
削
除
・
圧
縮
さ
れ
た
箇
所
一
覧
　
　
『
胡
志
明
』
　
　
　
　
　
　
　
　
（
章
・
章
題
）
　
　
　
　
　
改
編
に
あ
た
り
削
除
・
圧
縮
さ
れ
た
描
写
内
容
○
第
一
篇
　
序
↓
序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
胡
志
明
』
全
五
篇
に
各
々
付
さ
れ
た
序
の
合
体
・
縮
小
版
　
一
章
前
半
↓
｝
章
「
苦
棟
の
花
の
咲
く
頃
」
　
　
　
　
　
　
　
里
旦
房
の
傍
ら
に
住
む
い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん
の
話
　
一
章
後
半
↓
二
章
「
雲
梯
書
院
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
の
旧
正
月
　
七
章
↓
全
て
削
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
人
公
の
童
養
嬉
、
妾
制
度
、
聰
金
婚
に
対
す
る
考
え
　
八
章
↓
九
章
「
彰
秀
才
を
葬
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
式
の
葬
儀
、
細
か
な
情
景
　
十
章
前
半
↓
十
｝
章
「
青
春
の
働
巽
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
か
ら
影
響
を
受
け
た
中
庸
の
思
想
　
十
章
後
半
↓
十
二
章
「
波
濤
を
越
え
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
日
の
際
に
詠
じ
る
漢
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
籍
民
」
と
し
て
の
渡
日
で
は
な
い
と
い
う
誓
い
　
　
　
※
分
量
は
約
七
割
に
圧
縮
。
（
『
胡
志
明
』
六
九
三
〇
〇
字
↓
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
四
七
八
四
〇
字
）
○
第
二
篇
　
一
章
後
半
↓
二
章
「
異
郷
の
花
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
習
慣
や
自
然
へ
の
親
し
み
、
日
本
人
女
性
へ
の
賞
賛
　
二
章
↓
三
章
「
ふ
た
た
び
故
国
へ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
に
や
っ
て
来
た
佐
藤
の
植
民
地
に
対
す
る
見
解
　
三
章
↓
三
章
「
ふ
た
た
び
故
国
へ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叔
父
・
阿
片
桶
の
ホ
ラ
話
　
四
章
↓
五
章
「
阿
玉
の
悲
し
み
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
の
妾
と
分
家
問
題
　
五
章
↓
削
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
人
女
性
月
英
　
六
章
後
半
↓
七
章
「
新
生
活
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
正
と
警
察
の
癒
着
　
八
～
十
章
↓
九
章
「
大
陸
の
呼
び
声
」
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
の
畜
妾
問
題
、
同
族
婚
へ
の
恐
怖
　
　
　
※
分
量
は
約
五
割
に
圧
縮
。
（
六
八
四
〇
〇
字
↓
三
六
四
〇
〇
字
）
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『
胡
志
明
』
（
章
）
↓
『
ア
ジ
ヤ
』
（
章
・
章
題
）
改
編
に
あ
た
り
削
除
・
圧
縮
さ
れ
た
描
写
内
容
○
第
三
篇
　
二
、
三
章
↓
二
章
「
淑
春
」
十
章
↓
十
章
「
さ
ら
ば
大
陸
」
※
分
量
は
約
七
割
に
圧
縮
。
（
七
〇
二
〇
〇
字
↓
四
八
八
八
〇
字
）
祖
国
の
階
級
問
題
に
対
す
る
在
中
台
湾
人
の
認
識
中
国
社
会
の
不
衛
生
な
様
子
三
七
年
以
降
の
上
海
租
界
の
不
穏
な
様
子
中
国
人
の
妻
と
の
間
に
生
ま
れ
た
愛
娘
へ
の
思
い
O
第
四
篇
　
＝
三
早
↓
二
章
「
戦
い
の
陰
に
」
　
五
章
↓
全
て
削
除
　
七
章
↓
五
章
「
回
復
期
」
八
、
九
章
↓
全
て
削
除
十
章
↓
六
章
「
母
の
死
」
十
一
章
↓
六
章
「
母
の
死
」
十
三
章
↓
六
章
「
母
の
死
」
十
四
、
十
五
章
↓
七
章
「
虐
げ
ら
れ
る
青
春
」
※
分
量
は
約
五
割
に
圧
縮
。
（
七
四
四
四
八
字
↓
三
六
四
〇
〇
字
）
兄
に
よ
る
皇
民
奉
公
会
へ
の
積
極
的
参
加
主
人
公
に
よ
る
人
間
存
在
へ
の
問
い
一
般
の
台
湾
人
に
よ
る
「
国
語
家
庭
」
に
対
す
る
蔑
視
日
本
人
兵
士
の
中
国
人
殺
獄
祖
国
に
派
兵
さ
れ
る
台
湾
人
兵
士
の
家
族
の
胸
中
戦
時
下
の
台
湾
服
や
信
仰
の
規
制
、
納
税
の
厳
格
化
主
人
公
と
百
姓
に
よ
る
ア
ジ
ア
情
勢
談
義
正
條
密
植
籾
供
出
運
動
勤
勉
な
台
湾
の
百
姓
に
対
す
る
賛
辞
、
歴
史
上
の
英
雄
批
判
日
本
の
戦
局
に
対
す
る
台
湾
民
衆
の
見
方
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○
第
五
篇
　
二
、
三
章
↓
二
章
「
新
た
な
職
場
」
　
七
章
↓
全
て
削
除
　
八
～
十
章
↓
五
章
「
虎
狼
の
府
」
　
十
～
十
三
章
↓
六
章
「
皇
民
派
の
悲
哀
」
政
府
統
制
機
関
内
に
お
け
る
汚
職
の
実
態
配
給
制
度
「
模
範
」
的
存
在
で
あ
っ
た
在
台
日
本
人
の
本
性
長
い
間
「
皇
民
化
」
教
育
に
従
事
し
た
台
湾
人
教
師
の
内
心
植
民
地
体
制
に
批
判
的
な
佐
藤
の
言
動
台
湾
人
に
課
さ
れ
た
苛
酷
な
勤
労
動
員
の
実
態
主
人
公
に
よ
る
「
無
用
不
協
力
」
の
提
唱
歴
史
上
の
英
雄
や
独
裁
者
へ
の
批
判
　
次
に
、
表
一
に
示
し
た
削
除
．
圧
縮
さ
れ
た
描
写
に
つ
い
て
、
（
A
）
「
台
湾
人
の
形
象
」
、
（
B
）
「
日
本
人
の
形
象
」
、
（
C
）
「
漢
民
族
の
文
化
伝
統
」
、
（
D
）
「
主
題
に
直
接
関
係
し
な
い
要
素
」
、
（
E
）
「
そ
の
ほ
か
」
と
い
う
、
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
み
た
い
。
　
（
A
）
　
台
湾
人
の
形
象
　
第
一
に
、
主
人
公
が
①
日
本
留
学
中
に
日
本
の
習
慣
や
自
然
美
に
親
し
ん
だ
り
、
日
本
人
女
性
の
所
作
に
関
心
す
る
情
景
【
二
篇
】
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
植
民
地
の
同
化
政
策
に
よ
り
、
「
押
し
付
け
ら
れ
た
」
植
民
者
の
文
化
を
、
台
湾
人
が
抵
抗
な
く
、
む
し
ろ
好
意
的
に
受
け
入
れ
る
様
子
が
、
抑
圧
さ
れ
た
台
湾
人
の
姿
を
前
景
化
し
よ
う
と
す
る
小
説
の
方
向
性
を
曖
昧
に
す
る
と
し
て
、
削
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
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第
二
に
、
台
湾
人
（
漢
民
族
）
の
女
性
問
題
を
描
い
た
、
②
童
養
娘
、
③
聰
金
結
婚
、
④
父
の
妾
【
以
上
、
一
篇
】
、
⑤
妾
が
い
る
家
庭
の
分
家
問
題
、
⑥
妾
と
な
る
運
命
に
あ
る
台
湾
人
女
性
月
英
、
⑦
兄
の
妾
問
題
と
嫁
の
苦
し
み
な
ど
の
箇
所
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑧
台
湾
人
保
正
と
警
察
の
癒
着
、
⑨
同
族
結
婚
の
末
に
「
リ
ア
i
」
（
台
湾
人
へ
の
別
称
）
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
極
度
に
危
惧
す
る
台
湾
人
の
姿
【
以
上
、
二
篇
】
、
⑩
台
湾
人
が
祖
国
の
階
級
問
題
に
無
頓
着
な
姿
【
三
篇
】
、
⑪
米
穀
統
制
機
関
付
属
協
会
の
汚
職
【
五
篇
】
な
ど
、
植
民
地
下
に
あ
っ
て
単
な
る
被
害
者
で
は
な
い
台
湾
人
の
種
々
相
が
な
く
な
り
、
抑
圧
さ
れ
る
側
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
に
、
⑫
主
人
公
の
兄
に
よ
る
皇
民
奉
公
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
⑬
国
語
家
庭
へ
の
台
湾
人
の
蔑
視
【
四
篇
】
、
⑭
「
皇
民
化
」
に
専
心
す
る
台
湾
人
教
員
の
苦
衷
な
ど
、
皇
民
化
政
策
に
対
す
る
台
湾
人
の
極
端
な
反
応
や
苦
悩
の
描
写
も
少
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
虐
げ
ら
れ
る
台
湾
人
」
の
形
象
が
強
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
（
B
）
　
日
本
人
の
形
象
　
他
方
、
日
本
人
の
形
象
に
も
同
様
の
措
置
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
①
民
族
的
偏
見
の
な
い
「
内
地
」
人
の
鶴
子
【
二
篇
】
や
、
②
植
民
地
に
批
判
的
な
佐
藤
の
描
写
【
二
、
五
篇
】
が
圧
縮
・
削
除
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
で
き
る
。
特
に
、
主
人
公
も
好
感
を
持
つ
佐
藤
は
、
植
民
地
下
で
は
日
本
人
も
「
本
島
人
に
対
し
て
素
直
に
も
の
が
言
え
な
い
。
言
う
前
に
必
ず
影
響
が
あ
る
か
な
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
を
考
え
る
」
た
め
、
「
人
間
の
清
い
霊
が
触
れ
合
う
筈
が
な
い
。
」
な
ど
と
独
特
な
価
値
観
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本
人
の
発
言
や
行
動
は
、
植
民
者
と
し
て
の
日
本
人
の
形
象
を
弱
め
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
大
幅
に
圧
縮
．
削
除
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
他
方
、
③
日
本
人
が
中
国
人
を
殺
獄
す
る
話
【
四
篇
】
や
、
④
日
本
精
神
の
範
を
示
す
存
在
で
あ
る
は
ず
の
日
本
人
が
、
戦
時
の
困
窮
し
た
状
況
で
狡
猪
な
本
性
を
露
呈
す
る
様
【
五
篇
】
な
ど
、
日
本
人
の
残
酷
面
や
醜
さ
の
描
写
も
削
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
日
本
人
読
者
に
対
す
る
作
者
の
配
慮
を
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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（
C
）
　
漢
民
族
の
文
化
伝
統
　
日
本
人
読
者
向
け
の
変
化
と
い
う
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
全
篇
を
通
し
て
、
漢
民
族
の
文
化
習
慣
や
考
え
方
、
例
え
ば
①
漢
詩
・
四
字
熟
語
・
成
語
、
②
台
湾
の
旧
正
月
、
③
中
庸
の
思
想
【
以
上
、
一
篇
】
、
④
台
湾
式
葬
儀
【
二
篇
】
な
ど
、
「
消
え
行
く
風
俗
を
、
文
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
と
い
う
形
象
を
通
じ
て
保
存
し
て
ゐ
る
」
と
評
さ
れ
た
『
胡
志
明
』
の
特
徴
的
描
写
が
大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
読
者
に
疎
遠
な
も
の
と
し
て
、
最
小
限
に
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
（
D
）
　
主
題
に
直
接
関
係
し
な
い
要
素
　
ま
た
例
え
ば
、
①
悪
戯
な
書
房
の
子
ど
も
を
眼
の
敵
に
す
る
い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん
の
話
【
一
篇
】
、
②
主
人
公
の
叔
父
の
ホ
ラ
話
や
、
父
の
妾
を
め
ぐ
る
喜
劇
【
以
上
、
二
篇
】
な
ど
、
娯
楽
的
な
要
素
が
な
く
な
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
た
い
。
そ
の
他
、
③
細
か
な
情
景
描
写
【
一
篇
】
や
、
④
中
国
の
階
級
問
題
、
⑤
中
国
社
会
の
不
衛
生
さ
【
三
篇
】
と
い
っ
た
観
察
的
叙
述
も
削
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
人
公
が
⑥
人
間
存
在
の
意
味
を
進
化
論
を
用
い
て
考
え
た
り
、
⑦
百
姓
と
ア
ジ
ア
情
勢
談
義
を
し
た
り
、
⑧
勤
勉
な
彼
ら
を
賛
美
す
る
場
面
が
大
き
く
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑨
正
條
密
植
、
籾
供
出
運
動
、
配
給
制
な
ど
戦
時
下
の
政
策
、
主
人
公
が
⑩
英
雄
は
犯
罪
者
だ
と
言
う
シ
ー
ン
、
⑪
戦
局
に
対
す
る
見
解
【
四
篇
】
、
⑫
無
用
不
協
力
の
提
唱
、
⑬
歴
史
上
の
「
英
雄
」
へ
の
再
検
討
【
五
篇
】
等
々
、
人
物
や
出
来
事
の
逐
次
的
説
明
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
　
（
E
）
　
そ
の
ほ
か
　
し
か
し
、
な
か
に
は
削
除
・
圧
縮
の
理
由
を
見
出
し
難
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
①
主
人
公
が
渡
華
の
際
に
、
「
日
本
籍
民
」
と
し
て
渡
る
の
で
は
な
い
と
誓
う
場
景
【
二
篇
】
、
②
三
七
年
以
降
の
上
海
租
界
に
お
け
る
日
本
人
を
取
り
巻
い
た
危
険
、
③
中
国
人
女
性
と
の
間
に
も
う
け
た
娘
へ
の
愛
情
【
三
篇
】
、
④
祖
国
に
派
兵
さ
れ
る
台
湾
人
兵
士
の
家
族
の
感
情
【
四
篇
】
、
⑤
勤
労
動
員
に
よ
り
子
ど
も
を
奪
わ
れ
た
台
湾
人
老
母
の
姿
【
五
篇
】
な
ど
で
あ
る
。
特
に
①
、
③
、
④
、
⑤
は
日
本
豊田『胡志明』から『アジヤの孤児』へ53
統
治
下
の
台
湾
人
と
し
て
、
民
族
的
孤
立
や
虐
げ
ら
れ
た
境
遇
を
浮
き
立
た
せ
る
上
で
重
要
な
表
現
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
ヤ
』
で
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
ア
ジ
　
5
4
　
以
上
の
よ
う
に
、
『
ア
ジ
ヤ
』
と
な
る
に
あ
た
り
、
も
と
も
と
『
胡
志
明
』
で
は
豊
か
に
あ
っ
た
「
台
湾
人
」
や
「
日
本
人
」
の
形
象
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
畜
妾
制
と
い
っ
た
台
湾
人
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
も
な
く
な
り
、
日
本
人
読
者
に
は
疎
遠
な
「
漢
民
族
の
文
化
伝
統
」
に
関
す
る
描
写
が
一
部
に
留
め
ら
れ
、
娯
楽
的
な
要
素
や
説
明
的
な
記
述
な
ど
「
主
題
に
直
接
関
係
し
な
い
要
素
」
も
相
当
程
度
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
改
編
を
経
て
、
確
か
に
『
ア
ジ
ヤ
』
は
『
胡
志
明
』
に
較
べ
て
民
族
の
形
象
が
固
定
し
て
ゆ
き
、
構
成
や
表
現
が
引
き
締
ま
っ
た
。
だ
が
逆
に
言
え
ば
、
『
胡
志
明
』
の
主
人
公
が
中
庸
の
立
場
を
取
っ
た
り
あ
る
い
は
「
中
間
人
物
的
」
な
形
象
で
あ
る
が
ゆ
え
に
表
現
で
き
た
、
統
治
下
の
台
湾
人
の
内
面
的
葛
藤
と
い
う
も
の
や
、
民
族
に
拘
ら
な
い
人
間
の
多
様
な
様
相
が
消
滅
し
平
板
化
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
切
迫
し
た
当
時
で
な
け
れ
ば
作
家
が
書
き
留
め
ら
れ
な
い
生
々
し
い
感
情
や
、
植
民
地
台
湾
で
実
際
に
起
き
た
様
々
な
出
来
事
が
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
統
治
期
の
「
潜
在
創
作
」
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
、
別
種
の
テ
ク
ス
ト
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
、
日
本
人
向
け
の
『
ア
ジ
ヤ
』
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
二
「
『
胡
志
明
』
と
そ
の
版
本
」
（
五
頁
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
五
七
年
版
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
の
副
題
が
「
植
民
地
か
ら
の
告
発
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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『
ア
ジ
ヤ
』
に
対
す
る
日
本
人
読
者
の
反
応
　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
作
者
が
意
識
的
に
改
編
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
ア
ジ
ヤ
』
は
、
日
本
に
お
い
て
如
何
な
る
経
緯
の
も
と
出
版
さ
れ
た
の
か
。
そ
こ
に
関
与
し
た
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
b
ま
た
、
日
本
人
読
者
の
反
響
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
た
い
。
六
ー
一
　
日
本
出
版
の
経
緯
と
日
本
人
読
者
の
反
応
　
左
に
示
し
た
表
二
「
日
本
に
お
け
る
『
ア
ジ
ヤ
』
の
出
版
経
緯
」
は
、
最
も
詳
し
く
版
本
の
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
傅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
恩
栄
訳
『
亜
細
亜
的
孤
児
」
（
六
二
年
）
の
作
者
序
と
、
各
版
本
に
附
さ
れ
た
前
書
き
や
後
書
き
の
記
載
に
拠
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。　
表
二
よ
り
、
『
ア
ジ
ヤ
』
の
日
本
で
の
出
版
に
あ
た
り
、
工
藤
好
美
、
中
村
哲
、
早
坂
一
郎
、
立
石
鉄
心
、
坂
口
禰
子
、
矢
野
峰
人
と
い
っ
た
、
鐸
々
た
る
元
在
台
文
化
人
の
関
与
が
明
ら
か
で
あ
る
。
①
、
②
か
ら
は
、
彼
ら
が
、
戦
後
す
ぐ
に
出
版
の
た
め
に
奔
走
し
　
表
二
　
日
本
に
お
け
る
『
ア
ジ
ヤ
』
の
出
版
経
緯
⑦⑥⑤④③②①
一
九
四
五
－
四
六
年
頃
一
九
四
六
年
頃
一
九
五
六
年
四
月
一
九
五
七
年
六
月
一
九
五
七
年
一
九
六
二
年
四
月
一
九
七
三
年
五
月
工
藤
好
美
の
助
力
に
よ
り
「
雄
鶏
社
」
か
ら
出
版
予
定
。
経
済
問
題
で
頓
挫
。
文
学
界
に
お
い
て
早
坂
一
郎
や
坂
口
藤
子
に
よ
る
紹
介
あ
り
。
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
（
一
二
三
壼
旦
房
）
と
し
て
出
版
。
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
（
ひ
ろ
ば
書
房
、
立
石
装
丁
、
村
上
・
中
村
序
）
と
し
て
出
版
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
矢
野
峰
人
が
紹
介
。
各
種
雑
誌
紙
に
て
も
紹
介
。
尾
崎
秀
樹
評
「
決
戦
下
の
台
湾
文
学
－
植
民
地
の
文
学
」
（
『
文
学
』
四
月
号
）
。
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
（
新
人
物
往
来
社
）
と
し
て
出
版
。
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た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
当
初
、
第
一
篇
で
完
結
予
定
で
あ
っ
た
『
胡
志
明
』
の
続
篇
執
筆
を
強
く
勧
め
、
日
本
に
引
き
上
げ
た
後
も
手
紙
で
作
者
を
激
励
し
続
け
た
と
い
う
元
台
北
帝
大
の
工
藤
好
美
や
、
戦
前
の
台
湾
文
学
界
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る
坂
口
禰
子
、
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
家
の
立
石
鉄
心
に
つ
い
て
は
、
呉
の
漢
詩
か
ら
も
交
流
の
跡
を
看
取
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
五
十
年
代
の
出
版
に
際
す
る
日
本
人
の
関
与
は
、
戦
前
以
来
の
個
人
的
な
関
わ
り
以
外
に
も
、
先
述
し
た
小
田
切
秀
雄
の
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
求
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
四
十
年
代
後
半
期
か
ら
始
ま
る
、
日
本
の
文
壇
内
部
に
お
け
る
戦
前
の
文
学
に
対
す
る
猛
省
と
い
っ
た
動
向
と
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
そ
し
て
、
出
版
関
係
者
が
こ
の
作
品
を
如
何
に
重
視
し
て
い
た
か
を
、
③
一
二
一
二
童
旦
房
（
五
六
年
）
↓
④
ひ
ろ
ば
書
房
（
五
七
年
）
↓
⑦
新
人
物
往
来
社
（
七
三
年
）
と
、
出
版
社
を
変
え
な
が
ら
三
度
刊
行
さ
れ
た
経
緯
が
物
語
っ
て
い
る
。
⑦
の
巻
末
に
あ
る
「
再
刊
に
際
し
て
」
で
作
者
は
、
『
ア
ジ
ヤ
』
か
ら
二
十
年
も
の
時
を
経
て
の
再
版
に
あ
た
り
「
植
民
地
体
制
の
本
質
を
新
た
に
考
え
よ
う
と
す
る
心
あ
る
日
本
人
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
頭
が
下
が
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
松
永
正
義
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
」
を
機
に
「
に
わ
か
に
台
湾
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
」
り
、
「
呉
濁
流
の
作
品
が
続
け
て
刊
行
さ
れ
」
た
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
「
各
種
の
雑
誌
が
台
湾
特
集
を
組
ん
」
だ
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
七
十
年
代
の
場
合
も
、
日
本
内
部
の
必
然
性
に
よ
り
刊
行
が
後
押
し
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
ア
ジ
ヤ
』
を
、
日
本
の
知
識
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
③
並
び
に
④
に
付
さ
れ
た
三
名
の
著
名
人
の
声
を
聞
い
て
み
た
い
。
一
人
目
は
、
台
北
帝
大
の
教
授
で
あ
っ
た
中
村
哲
（
一
九
一
ニ
ー
二
〇
〇
四
）
で
あ
る
。
二
人
目
は
、
作
家
の
村
上
知
行
（
一
八
九
九
－
一
九
七
六
）
で
あ
る
。
そ
し
て
三
人
目
が
、
在
台
二
世
で
大
衆
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
尾
崎
秀
樹
（
一
九
二
八
－
九
九
）
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
在
台
日
本
人
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
中
村
は
、
植
民
地
台
湾
の
政
治
的
重
圧
の
中
で
、
「
台
湾
出
身
の
知
識
人
が
心
の
底
に
も
っ
て
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い
た
も
の
」
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
当
時
を
振
り
返
る
。
そ
し
て
、
「
現
在
の
よ
う
な
歴
史
の
転
換
期
」
に
「
こ
の
島
に
起
っ
た
人
間
の
記
録
」
を
、
こ
の
作
品
か
ら
日
本
人
は
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
政
策
に
加
担
し
た
日
本
人
と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
時
に
作
者
の
日
本
語
に
つ
い
て
、
「
台
湾
で
育
っ
た
、
こ
の
世
代
の
人
々
だ
け
が
も
っ
て
い
る
最
後
の
教
養
の
開
い
た
花
」
、
「
中
国
文
学
と
日
本
文
学
の
架
橋
と
な
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」
と
し
て
、
植
民
地
と
い
う
場
に
お
い
て
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
負
の
文
化
遺
産
が
、
今
後
は
二
つ
の
文
化
を
橋
渡
し
す
る
存
在
た
り
得
る
と
、
積
極
的
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
盤
は
日
本
語
を
母
語
と
す
る
者
に
は
獲
得
し
え
な
い
新
た
な
日
本
語
の
存
在
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
歪
め
ら
れ
た
島
」
は
「
中
国
語
に
よ
っ
て
甦
生
し
、
中
国
文
学
と
し
て
、
残
す
」
価
値
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
作
品
が
「
は
じ
め
か
ら
日
本
語
で
か
ん
が
え
ら
れ
」
「
か
か
れ
た
」
「
非
常
に
特
殊
な
文
学
」
で
あ
り
、
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
あ
り
え
な
い
台
湾
に
芽
ば
え
た
、
幼
な
い
、
悲
し
い
、
よ
わ
よ
わ
し
い
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
文
学
」
で
あ
る
と
述
べ
、
「
こ
う
い
う
中
国
人
の
、
こ
う
い
う
苦
し
み
も
あ
っ
た
」
こ
と
を
日
本
人
は
「
義
務
的
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
村
上
は
主
と
し
て
言
語
的
側
面
や
台
湾
と
中
国
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
作
品
の
特
異
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
人
と
し
て
の
戦
後
責
任
を
強
く
意
識
し
た
評
で
あ
る
と
と
も
に
、
氏
の
用
い
た
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
文
学
」
の
形
容
に
よ
っ
て
、
五
十
年
代
の
日
本
の
思
潮
の
な
か
で
、
こ
の
作
品
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
台
湾
に
根
を
持
つ
尾
崎
は
、
日
本
の
ス
パ
イ
と
し
て
祖
国
の
同
胞
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
宗
主
国
日
本
の
植
民
地
支
配
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
、
「
戦
争
」
に
よ
っ
て
祖
国
と
宗
主
国
の
間
で
板
ば
さ
み
に
な
る
台
湾
人
の
姿
こ
そ
、
こ
の
小
説
の
重
要
な
点
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
他
方
、
植
民
統
治
に
批
判
的
な
佐
藤
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
日
本
人
1
1
統
治
者
の
手
先
」
と
い
う
構
図
に
作
者
が
始
終
し
て
い
な
い
こ
と
も
洩
ら
さ
ず
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
氏
の
評
か
ら
は
、
改
編
に
あ
た
っ
て
日
本
人
の
描
写
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
、
多
様
性
を
持
た
せ
る
描
写
が
削
除
対
象
に
な
り
つ
つ
も
、
な
お
佐
藤
の
よ
う
な
植
民
地
政
策
に
批
判
的
な
日
本
人
が
、
小
説
内
豊田「胡志明』から「アジヤの孤児』へ57
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
形
象
に
対
す
る
作
者
の
思
い
入
れ
と
と
も
に
、
日
本
人
読
者
に
対
す
る
一
定
の
配
慮
が
は
た
ら
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
　
最
後
に
、
か
つ
て
植
民
地
台
湾
の
役
人
だ
っ
た
日
本
人
読
者
か
ら
の
反
応
を
見
て
お
こ
う
。
六
二
年
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
、
博
恩
栄
訳
の
中
国
語
版
の
扉
に
は
、
元
皇
民
奉
公
会
本
会
宣
伝
部
長
の
大
沢
貞
吉
な
る
人
物
か
ら
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
の
印
象
が
次
の
よ
う
に
し
た
た
あ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
…
あ
れ
ま
で
の
日
本
文
を
つ
づ
ら
れ
た
ご
苦
心
　
そ
れ
を
逆
に
い
う
と
、
あ
れ
だ
け
の
文
章
が
お
書
け
に
な
る
ま
で
に
日
本
統
　
　
治
下
で
歪
め
ら
れ
た
大
兄
の
御
辛
苦
が
深
く
同
情
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
全
く
あ
の
小
説
の
内
容
の
よ
う
な
日
本
統
治
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
今
に
な
っ
て
こ
の
小
説
を
日
本
人
官
吏
が
（
台
湾
に
い
た
）
見
た
ら
果
た
し
て
ど
う
感
ず
る
か
が
私
の
興
味
の
一
つ
で
す
。
そ
　
　
の
官
吏
の
片
棒
を
か
つ
い
だ
私
な
ど
も
反
省
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
　
台
湾
で
出
さ
れ
た
中
国
語
版
に
、
か
つ
て
植
民
地
支
配
を
遂
行
し
た
側
の
人
間
の
「
反
省
」
の
弁
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
胞
に
対
し
て
自
分
た
ち
の
思
い
が
日
本
人
へ
届
い
た
こ
と
を
報
せ
、
ま
た
現
在
の
日
本
人
の
台
湾
理
解
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
伝
え
る
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
の
日
本
人
読
者
の
反
応
を
窺
え
ば
、
戦
前
の
植
民
地
問
題
を
反
省
し
、
戦
後
日
本
人
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
内
省
す
る
一
つ
の
契
機
を
、
『
ア
ジ
ヤ
』
が
強
く
促
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
小
説
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
強
化
し
再
編
し
た
作
者
の
戦
略
は
成
功
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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六
ー
二
　
改
題
と
テ
ー
マ
の
変
化
に
つ
い
て
　
こ
う
し
た
作
者
の
意
識
は
、
『
胡
志
明
』
第
四
篇
の
序
に
あ
る
、
「
原
稿
を
勝
手
の
炭
籠
に
た
め
て
、
そ
れ
が
一
定
量
溜
ま
る
と
田
舎
へ
疎
開
し
保
存
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
第
五
篇
の
最
終
場
面
の
「
あ
あ
、
胡
志
明
は
つ
い
に
発
狂
し
た
。
／
心
あ
る
も
の
よ
、
誰
か
発
狂
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
」
な
ど
の
文
言
が
、
『
ア
ジ
ヤ
』
の
自
序
に
全
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
作
者
が
改
編
に
あ
た
り
、
特
に
『
胡
志
明
』
第
四
、
五
篇
の
主
題
と
し
た
皇
民
化
政
策
時
期
の
台
湾
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
小
説
全
体
を
貫
く
軸
と
し
て
、
再
編
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
細
部
の
変
化
と
、
再
刊
に
あ
た
っ
て
主
人
公
の
名
前
を
題
名
に
採
ら
ず
、
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
と
変
え
た
理
由
、
さ
ら
に
五
七
年
の
再
版
の
題
名
が
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
と
な
り
、
そ
の
副
題
が
「
植
民
地
台
湾
か
ら
の
告
発
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
日
本
刊
行
に
お
け
る
改
編
の
方
向
性
を
読
み
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
日
本
統
治
期
台
湾
で
書
か
れ
た
『
胡
志
明
』
と
、
戦
後
日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
ア
ジ
ヤ
』
と
の
テ
ク
ス
ト
比
較
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
い
て
一
般
に
知
ら
れ
る
『
ア
ジ
ヤ
』
は
、
原
本
『
胡
志
明
』
の
描
写
を
、
相
当
程
度
そ
ぎ
落
と
し
、
植
民
者
で
あ
る
日
本
人
や
中
国
と
日
本
の
は
ざ
ま
で
孤
立
す
る
台
湾
人
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
象
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
植
民
が
い
か
に
台
湾
の
人
々
の
人
間
性
や
精
神
を
躁
躍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
訴
え
る
内
容
を
軸
と
し
た
物
語
へ
と
、
再
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
「
光
復
」
後
台
湾
の
言
論
統
制
に
よ
っ
て
日
本
語
作
品
の
公
表
の
場
が
消
滅
し
て
い
っ
た
こ
と
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
求
・
反
省
や
抵
抗
文
学
の
発
掘
と
い
う
思
潮
が
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
と
い
う
市
場
『胡志明』から『アジヤの孤児』へ59
に
け
る
刊
行
が
促
進
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
植
民
地
時
代
か
ら
戦
後
に
到
る
、
台
湾
と
日
本
の
言
論
空
間
を
取
り
巻
く
様
々
な
力
学
の
も
と
に
、
『
胡
志
明
』
が
『
ア
ジ
ヤ
』
と
し
て
改
編
さ
れ
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
要
因
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
思
う
。
　
最
後
に
、
今
後
検
討
す
べ
き
事
項
を
二
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。
（
1
）
中
国
語
版
の
検
討
。
こ
れ
は
テ
ク
ス
ト
内
に
用
い
ら
れ
る
言
語
の
問
題
（
例
え
ば
主
人
公
の
郷
里
で
話
さ
れ
る
言
語
が
河
洛
語
か
客
家
語
か
と
い
う
問
題
）
と
絡
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
域
を
超
え
る
た
め
機
会
を
改
あ
考
え
て
み
た
い
。
（
2
）
「
光
復
」
後
の
台
湾
文
化
と
戦
後
の
日
本
思
想
界
の
動
向
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
。
本
稿
は
当
初
、
『
胡
志
明
』
と
『
ア
ジ
ヤ
の
孤
児
』
の
二
つ
の
長
編
作
品
の
比
較
を
行
い
、
純
粋
な
テ
ク
ス
ト
論
と
し
て
分
析
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
改
編
の
あ
り
か
た
と
日
本
刊
行
の
理
由
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
時
代
の
文
脈
の
な
か
で
そ
れ
を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
現
段
階
で
筆
者
に
は
こ
の
方
面
へ
の
認
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
答
え
る
に
は
な
お
一
定
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
引
き
続
き
考
究
し
て
ゆ
き
た
い
。
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〔
付
記
〕
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
よ
る
二
〇
〇
八
年
度
「
東
ア
ジ
ア
学
」
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
洋
文
化
研
究
所
の
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た
り
、
一
貫
し
て
こ
鞭
橿
い
た
だ
い
た
高
柳
信
夫
先
生
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
台
湾
・
苗
栗
調
査
の
折
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
黄
美
蛾
先
生
（
台
湾
大
学
）
・
讐
雅
能
（
東
南
科
技
大
学
）
ご
夫
妻
、
な
ら
び
に
呉
濁
流
芸
文
館
の
余
依
柵
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
注
（
1
）
　
拙
稿
「
日
本
統
治
期
台
湾
新
文
学
に
み
る
台
湾
知
識
人
の
精
　
　
神
史
」
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
論
文
、
二
　
　
〇
〇
八
年
）
。
（
2
）
　
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
十
二
頁
。
（
3
）
　
『
現
代
中
国
』
第
八
三
号
、
二
〇
〇
九
年
。
（
4
）
　
「
光
復
」
後
の
『
胡
志
明
』
刊
行
に
際
し
、
執
筆
時
期
（
日
　
　
本
統
治
期
の
一
九
四
三
年
－
四
五
年
）
の
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
　
　
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
、
『
胡
志
明
』
に
も
他
の
資
　
　
料
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
書
き
換
え
の
あ
っ
　
　
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
判
断
材
料
が
一
切
な
い
た
め
、
　
　
前
稿
で
は
『
胡
志
明
」
の
刊
行
時
に
書
き
換
え
が
な
か
っ
た
も
　
　
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
（
5
）
　
河
原
功
「
『
胡
志
明
』
に
つ
い
て
」
『
呉
濁
流
作
品
集
」
緑
陰
　
　
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
四
八
九
i
五
三
六
頁
。
（
6
）
　
「
南
京
雑
感
」
も
「
南
京
要
人
印
象
記
」
も
と
も
に
『
台
湾
　
　
芸
術
』
に
連
載
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
該
当
部
分
に
つ
い
　
　
て
は
、
台
湾
中
央
図
書
館
分
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
　
　
料
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
確
認
が
取
れ
な
い
。
『
呉
濁
流
　
　
選
集
』
（
廣
鴻
文
出
版
社
、
一
九
六
六
年
）
に
中
国
語
訳
が
収
　
　
録
さ
れ
て
い
る
。
（
7
）
　
総
督
府
の
新
聞
の
統
一
政
策
に
よ
り
、
当
局
直
属
の
『
台
湾
　
　
日
日
新
報
』
に
『
台
南
新
報
』
、
『
台
湾
日
報
』
、
『
高
雄
新
報
』
、
　
　
『
台
湾
新
聞
』
、
『
南
日
本
新
報
』
の
五
紙
が
統
合
さ
れ
た
。
一
　
　
九
四
四
年
四
月
一
日
よ
り
発
行
。
（
8
）
　
創
作
言
語
に
日
本
語
を
選
ん
だ
理
由
に
は
、
彼
が
「
客
家
」
　
　
の
出
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
　
　
つ
い
て
は
本
論
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。
（
9
）
　
座
談
会
「
談
台
湾
文
化
的
前
途
」
（
『
新
新
』
第
七
号
、
一
九
　
　
四
六
年
十
月
十
七
日
）
。
た
だ
す
べ
て
の
日
本
時
代
の
作
家
が
　
　
過
渡
期
に
お
い
て
日
本
語
使
用
を
望
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
葉
　
　
石
濤
が
小
説
「
紅
鮭
子
」
（
『
紅
鮭
子
」
自
立
晩
報
社
文
化
出
版
、
　
　
一
九
八
九
年
）
に
表
し
た
よ
う
に
、
中
国
語
へ
の
言
語
転
換
を
　
　
行
お
う
と
し
た
作
家
も
い
た
。
（
1
0
）
　
『
台
湾
文
化
』
は
「
台
湾
文
化
協
進
会
」
の
機
関
誌
。
　
一
九
　
　
四
六
年
九
月
十
五
日
－
五
十
年
十
二
月
一
日
。
台
湾
文
化
協
進
　
　
会
発
行
、
全
六
巻
二
七
期
。
台
北
に
て
創
刊
。
当
初
、
創
作
・
　
　
評
論
・
学
術
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
中
国
語
総
合
雑
誌
。
／
『
新
　
　
新
』
は
娯
楽
性
に
富
む
民
間
の
総
合
誌
。
一
九
四
五
年
十
一
月
　
　
二
〇
日
－
四
七
年
一
月
五
日
。
全
八
号
。
新
新
月
報
者
発
行
。
　
　
創
作
・
評
論
・
漫
画
・
文
化
紹
介
・
時
事
・
国
語
講
座
な
ど
掲
　
　
載
。
日
本
語
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
第
三
期
の
巻
頭
が
　
　
中
国
語
で
書
か
れ
て
以
降
、
中
国
語
作
品
が
多
く
な
っ
た
。
／
　
　
『
新
知
識
』
は
台
中
の
文
化
人
中
心
に
編
集
。
　
｝
九
四
六
年
八
　
　
月
十
五
日
発
行
、
台
中
市
中
央
書
局
発
行
、
月
刊
全
一
期
。
二
　
　
六
編
の
論
述
の
な
か
、
日
本
語
に
よ
る
も
の
に
楊
清
華
「
台
湾
　
　
経
済
の
過
去
及
び
現
在
」
が
あ
る
。
／
『
台
湾
評
論
』
は
左
翼
　
　
系
の
雑
誌
。
一
九
四
六
年
七
月
一
日
－
同
年
十
月
一
日
、
台
湾
豊田『胡志明』から『アジヤの孤児』へ61
　
　
評
論
社
出
版
、
全
四
期
。
五
十
編
の
論
述
の
中
（
う
ち
中
国
語
　
　
の
日
本
語
対
訳
を
含
め
る
）
、
楊
逡
「
台
湾
の
現
実
を
見
凝
め
　
　
て
1
人
民
の
声
を
聞
け
」
な
ど
、
十
五
編
の
日
本
語
に
よ
る
文
　
　
章
が
見
ら
れ
る
。
／
『
人
民
導
報
』
は
左
翼
系
紙
。
一
九
四
六
　
　
年
一
月
一
日
－
四
七
年
三
月
十
七
日
。
台
北
で
創
刊
。
全
三
三
　
　
期
。
全
四
面
か
ら
な
り
、
第
三
面
が
日
本
語
版
、
第
四
面
が
　
　
「
南
虹
」
と
呼
ば
れ
る
副
刊
。
散
文
・
小
説
・
新
詩
な
ど
文
芸
　
　
作
品
を
掲
載
。
二
・
二
八
事
件
を
含
め
戦
後
台
湾
社
会
の
問
題
　
　
に
言
及
し
た
。
／
『
中
華
日
報
』
は
中
央
宣
伝
部
直
属
の
機
関
　
　
紙
。
一
九
四
六
年
二
月
二
〇
日
ー
四
六
年
十
月
二
四
日
、
全
四
　
　
十
期
。
台
南
で
創
刊
。
祖
国
復
帰
し
た
ば
か
り
の
台
湾
民
衆
が
、
　
　
中
国
国
内
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
語
版
も
設
け
ら
れ
　
　
た
。
四
六
年
三
月
十
五
日
か
ら
日
本
語
版
に
文
学
創
作
を
の
せ
　
　
る
日
本
語
欄
が
設
け
ら
れ
た
。
一
九
四
六
年
六
月
二
二
日
に
、
　
　
呉
の
評
論
「
一
つ
の
現
実
逃
避
－
聖
峰
演
劇
の
発
表
会
」
掲
載
。
　
　
　
（
以
上
は
主
と
し
て
、
『
台
湾
旧
雑
誌
刻
印
系
列
』
（
伝
文
化
　
　
事
業
有
限
公
司
）
の
翻
刻
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
各
雑
誌
の
縁
起
、
　
　
彰
瑞
金
著
／
中
島
利
郎
・
澤
井
律
之
訳
『
台
湾
新
文
学
運
動
四
　
　
〇
年
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ら
び
に
葉
石
濤
著
／
　
　
中
島
利
郎
・
澤
井
律
之
訳
『
台
湾
文
学
史
綱
』
（
研
文
出
版
、
　
　
二
〇
〇
〇
年
）
に
付
さ
れ
た
訳
注
を
参
照
。
（
1
1
）
　
呉
濁
流
「
日
文
廃
止
に
対
す
る
管
見
」
『
新
新
』
第
七
号
、
　
　
一
九
四
六
年
十
月
十
七
日
、
十
二
頁
。
（
1
2
）
　
張
・
G
・
S
「
本
省
人
と
日
本
語
」
（
『
新
新
』
第
七
号
、
一
　
　
九
四
六
年
十
月
十
七
日
）
、
龍
瑛
宗
「
台
湾
は
ど
う
な
る
か
」
、
　
　
趙
天
麟
「
神
の
御
声
を
聞
く
」
、
陳
金
生
「
国
語
熟
達
の
日
ま
　
　
で
」
、
陳
輝
喩
「
日
文
版
よ
さ
ら
ば
」
、
陳
雲
鵬
「
日
文
版
の
終
　
　
焉
に
際
し
て
」
、
孫
林
茂
「
国
文
学
習
に
張
切
る
」
、
孫
土
池
　
　
「
別
れ
の
ペ
ン
を
欄
く
」
（
『
中
華
日
報
』
、
特
集
「
さ
ら
ば
日
文
　
　
版
よ
　
同
人
ら
別
れ
の
花
束
」
、
一
九
四
六
年
十
月
二
四
日
）
（
1
3
）
　
主
要
な
研
究
と
し
て
、
丸
川
哲
史
『
台
湾
に
お
け
る
脱
植
民
　
　
地
化
と
祖
国
化
－
二
・
二
八
事
件
前
後
の
文
学
運
動
か
ら
』
　
　
（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
（
1
4
）
　
『
胡
志
名
』
第
五
篇
あ
と
が
き
に
見
え
る
。
（
1
5
）
　
一
九
四
七
年
十
月
八
日
脱
稿
。
一
九
四
八
年
五
月
に
台
湾
・
　
　
学
友
書
局
よ
り
出
版
。
『
ポ
ツ
ダ
ム
科
長
』
に
登
場
す
る
台
湾
　
　
女
性
の
表
象
を
め
ぐ
る
地
政
学
的
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
前
掲
　
　
注
十
三
の
丸
川
氏
『
台
湾
に
お
け
る
脱
植
民
地
化
と
祖
国
化
』
、
　
　
第
二
章
「
光
復
後
の
脱
植
民
地
化
と
「
省
籍
」
問
題
－
文
学
作
　
　
品
の
表
象
分
析
を
中
心
に
し
て
ー
」
に
詳
し
い
。
（
1
6
）
　
日
本
語
の
公
土
ハ
空
間
に
お
け
る
禁
止
に
つ
い
て
は
、
菅
野
敦
　
　
志
「
一
九
五
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
文
化
的
脱
植
民
地
化
と
　
　
「
日
本
」
」
『
現
代
中
国
』
第
八
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
四
　
　
頁
。
（
1
7
）
　
一
九
六
四
年
四
月
、
呉
は
台
湾
文
芸
雑
誌
社
を
創
立
し
、
雑
　
　
誌
『
台
湾
文
芸
』
を
創
刊
し
た
。
（
1
8
）
　
し
か
し
翌
年
に
掲
載
禁
止
と
な
り
、
竹
内
好
ら
が
主
催
す
る
　
　
雑
誌
『
中
国
』
（
東
京
一
中
国
の
会
）
に
、
全
篇
揃
っ
て
訳
載
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さ
れ
た
。
編
集
部
訳
と
あ
る
が
、
訳
者
は
飯
倉
照
平
と
言
わ
れ
　
　
る
。
一
九
七
〇
年
、
台
湾
・
林
白
出
版
社
か
ら
出
版
が
企
画
さ
　
　
れ
た
が
発
禁
と
な
っ
た
。
（
1
9
）
　
『
胡
志
明
』
で
は
、
主
人
公
が
「
無
花
果
」
の
よ
う
に
ひ
っ
　
　
そ
り
と
確
か
に
実
を
結
ぼ
う
、
「
台
湾
連
翅
」
の
よ
う
に
自
己
　
　
の
個
性
を
曲
げ
ず
に
生
き
よ
う
と
決
意
す
る
場
面
が
あ
る
　
　
（
『
胡
志
明
』
第
五
篇
、
五
－
六
頁
）
。
こ
こ
か
ら
『
無
花
果
』
　
　
や
『
台
湾
連
翅
』
の
題
が
取
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
台
湾
　
　
連
翅
』
は
一
九
七
五
年
」
月
に
完
稿
し
た
が
、
作
者
本
人
の
意
　
　
思
で
発
表
が
十
年
間
凍
結
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
八
七
年
、
鍾
肇
　
　
政
の
中
国
語
訳
に
よ
り
台
湾
文
芸
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
（
2
0
）
　
呉
濁
流
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
（
一
九
七
七
年
）
、
張
良
澤
氏
　
　
の
編
集
に
よ
り
『
呉
濁
流
作
品
集
』
（
全
六
巻
、
遠
行
出
版
社
）
　
　
が
台
湾
で
出
版
さ
れ
る
が
、
第
三
巻
の
『
波
茨
坦
科
長
』
が
発
　
　
禁
と
な
っ
た
。
　
一
九
九
六
年
、
新
竹
県
文
化
中
心
に
よ
っ
て
　
　
「
呉
濁
流
館
」
が
建
て
ら
れ
た
。
（
2
1
）
　
字
数
に
つ
い
て
は
、
『
胡
志
明
』
は
河
原
（
〇
七
）
に
示
さ
　
　
れ
た
数
値
を
用
い
、
ま
た
後
述
す
る
『
ア
ジ
ヤ
』
は
テ
ク
ス
ト
　
　
一
頁
が
一
〇
四
〇
字
（
二
六
字
×
二
十
行
×
二
段
）
と
し
て
概
　
　
算
し
た
。
（
2
2
）
　
中
国
語
（
翻
訳
）
版
は
次
の
通
り
。
（
1
）
楊
召
憩
訳
『
孤
　
　
帆
』
高
雄
．
黄
河
出
版
、
一
九
五
九
年
。
底
本
は
『
ア
ジ
ヤ
』
　
　
／
（
2
）
博
恩
栄
訳
『
亜
細
亜
的
孤
児
』
台
北
・
南
華
出
版
、
　
　
｝
九
六
二
年
。
（
1
）
と
呉
に
よ
る
加
筆
の
翻
訳
／
（
3
）
『
孤
　
　
帆
－
亜
細
亜
的
孤
児
』
台
湾
・
涯
亜
出
版
、
　
一
九
六
五
年
。
　
　
（
1
）
の
再
版
／
（
4
）
「
亜
細
亜
的
孤
児
」
『
呉
濁
流
選
集
』
、
　
　
台
湾
廣
鴻
文
出
版
社
、
一
九
六
六
年
。
（
2
）
を
収
録
／
（
5
）
　
　
張
良
澤
編
『
亜
細
亜
的
孤
児
』
台
北
遠
行
叢
刊
・
呉
濁
流
作
品
　
　
集
1
、
一
九
七
七
年
。
（
2
）
を
収
録
。
九
十
年
代
以
降
の
版
　
　
と
大
陸
出
版
本
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
（
2
3
）
　
従
来
の
研
究
は
『
ア
ジ
ヤ
』
あ
る
い
は
そ
れ
を
底
本
と
し
た
　
　
中
国
語
版
に
拠
る
も
の
が
多
い
。
と
く
に
本
論
の
議
論
と
も
関
　
　
わ
る
先
行
研
究
に
李
郁
恵
「
呉
濁
流
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
論
1
　
　
そ
の
地
政
学
的
配
置
と
ジ
ェ
ン
ダ
i
」
（
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
　
　
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
丸
川
哲
史
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
　
　
る
文
化
と
世
代
－
呉
濁
流
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
再
読
」
（
『
ア
ジ
　
　
ア
新
世
紀
」
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
（
2
4
）
　
『
中
華
日
報
』
日
本
語
欄
、
｝
九
四
六
年
九
月
二
八
日
。
（
2
5
）
　
「
中
国
文
学
の
伝
統
」
「
散
漫
」
「
昔
の
東
洋
文
人
の
面
影
」
　
　
と
は
、
次
の
よ
う
な
龍
の
中
国
文
学
観
に
基
づ
く
と
考
え
る
。
　
　
「
…
近
代
の
小
説
か
ら
論
ず
れ
ば
、
消
え
ゆ
く
生
命
に
対
す
る
　
魂
の
㎜
犬
泣
は
聴
え
る
が
、
し
か
し
作
品
と
し
て
は
渾
然
た
る
藝
　
術
味
が
な
く
、
構
成
も
内
容
も
緻
密
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
　
も
拘
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
に
一
脈
の
中
國
的
性
格
を
見
　
付
け
出
す
の
で
あ
る
。
官
僚
政
治
の
一
部
腐
敗
部
分
に
封
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
嫌
悪
と
糺
揮
は
抗
議
す
る
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
し
。
混
沌
　
と
動
齪
の
中
に
悠
々
と
享
樂
と
有
閑
哲
學
を
打
ち
樹
て
る
」
　
　
（
「
『
老
残
遊
記
』
」
『
中
華
日
報
」
日
本
語
欄
、
　
一
九
四
六
年
⊥
ハ
豊田『胡志明』から『アジヤの孤児』へ63
　
月
一
日
）
、
「
東
洋
の
作
品
の
背
後
は
社
会
が
紛
失
し
て
い
ゐ
る
。
　
　
そ
こ
は
東
洋
の
不
幸
が
胚
胎
し
て
ゐ
る
」
（
「
『
浮
生
六
記
』
」
　
　
『
中
華
日
報
』
日
本
語
欄
、
　
一
九
四
六
年
九
月
十
二
日
）
。
「
近
　
　
代
小
説
」
の
観
点
か
ら
、
伝
統
文
学
に
お
け
る
社
会
性
の
欠
如
、
　
　
有
閑
的
性
格
、
哲
学
思
考
、
政
治
へ
の
抗
議
的
性
格
等
が
指
摘
　
　
さ
れ
て
い
る
。
引
用
は
日
本
語
版
『
龍
瑛
宗
全
集
』
（
南
天
書
　
　
局
、
二
〇
〇
八
年
）
。
（
2
6
）
　
『
呉
濁
流
作
品
集
』
緑
蔭
童
旦
房
、
二
〇
〇
七
年
、
四
八
九
－
　
　
五
三
六
頁
。
同
論
は
若
干
の
加
筆
を
経
て
氏
の
著
作
『
翻
弄
さ
　
　
れ
た
台
湾
文
学
i
検
閲
と
抵
抗
の
系
譜
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
　
　
〇
九
年
）
に
収
録
。
同
氏
「
呉
濁
流
《
胡
志
明
》
研
究
」
（
『
台
　
　
湾
文
学
学
報
』
第
十
期
、
国
立
政
治
大
学
台
湾
文
学
研
究
所
、
　
　
二
〇
〇
七
年
）
も
参
照
。
（
2
7
）
　
『
東
洋
文
化
』
第
八
六
号
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
　
　
二
〇
〇
六
年
。
同
論
は
一
九
三
〇
1
三
二
年
の
『
台
湾
出
版
警
　
　
察
報
』
（
台
湾
総
督
府
刑
務
局
保
安
課
図
書
掛
）
に
基
づ
く
考
　
　
察
で
あ
る
。
（
前
掲
の
『
翻
弄
さ
れ
た
台
湾
文
学
』
収
録
）
。
（
2
8
）
　
前
掲
注
二
七
頁
、
河
原
「
日
本
統
治
期
台
湾
で
の
「
検
閲
」
　
　
の
実
態
」
。
ま
た
本
論
中
の
引
用
も
氏
の
論
述
に
拠
る
。
（
2
9
）
　
黄
英
哲
『
台
湾
文
化
再
構
築
の
光
と
影
』
（
創
土
社
、
一
九
　
　
九
九
年
）
う
ち
、
第
六
章
「
文
化
再
構
築
に
対
す
る
台
湾
知
識
　
　
人
の
反
応
」
一
七
九
頁
参
照
。
（
3
0
）
　
丸
川
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
の
時
点
で
、
台
湾
各
地
の
　
　
地
方
会
議
で
は
、
暫
定
的
に
新
聞
に
お
け
る
日
文
版
の
存
続
が
　
　
認
め
ら
れ
る
よ
う
議
会
決
議
も
行
わ
れ
た
。
（
同
氏
『
台
湾
に
　
　
お
け
る
脱
植
民
地
化
と
祖
国
化
』
）
（
3
1
）
　
何
義
麟
「
「
国
語
」
の
転
換
を
め
ぐ
る
台
湾
人
エ
ス
ニ
シ
テ
　
　
ィ
ー
の
政
治
家
－
戦
後
台
湾
に
お
け
る
言
語
紛
争
の
一
考
察
」
　
　
（
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
一
号
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。
ま
た
、
　
　
松
永
正
義
氏
は
（
台
湾
人
の
反
対
議
論
が
）
「
す
べ
て
無
視
さ
　
　
れ
る
形
で
日
本
語
欄
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
二
．
二
八
事
件
　
　
の
潜
在
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
　
　
し
た
過
程
は
、
日
本
語
が
自
ら
の
思
想
を
表
現
す
る
重
要
な
手
　
　
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
　
　
と
述
べ
る
（
同
氏
「
戦
後
台
湾
の
「
国
語
」
問
題
」
『
一
橋
論
　
　
叢
』
＝
二
一
巻
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）
。
（
3
2
）
　
本
節
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
前
掲
黄
『
台
湾
文
化
再
　
　
構
築
の
光
と
影
」
、
前
掲
丸
川
『
台
湾
に
お
け
る
脱
植
民
地
化
　
　
と
祖
国
化
』
、
中
川
仁
『
戦
後
台
湾
の
言
語
政
策
－
北
京
語
同
　
　
化
政
策
と
多
言
語
主
義
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
。
（
3
3
）
　
本
節
は
主
と
し
て
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
加
藤
周
｝
　
　
『
抵
抗
の
文
学
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
五
一
年
）
、
『
日
本
抵
抗
文
　
　
学
選
』
（
＝
二
書
房
、
　
一
九
五
五
年
）
、
『
戦
後
日
本
思
想
体
系
　
　
　
一
　
戦
後
思
想
の
出
発
』
、
『
戦
後
日
本
思
想
体
系
　
十
三
　
　
戦
後
文
学
の
思
想
』
（
以
上
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
。
（
3
4
）
　
前
掲
注
二
六
、
河
原
（
〇
七
）
四
九
九
頁
。
（
3
5
）
　
『
胡
志
明
』
（
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
第
五
篇
三
六
頁
。
（
3
6
）
　
前
掲
注
二
五
、
龍
瑛
宗
「
傳
統
の
潜
在
力
」
。
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（
3
7
）
　
た
だ
し
①
は
『
ア
ジ
ア
の
孤
児
』
に
お
い
て
再
び
復
活
し
て
　
　
い
る
。
（
3
8
）
　
『
ア
ジ
ヤ
』
序
な
ら
び
に
『
胡
志
明
」
第
四
篇
序
を
参
照
。
（
3
9
）
　
台
北
・
南
華
出
版
社
、
一
九
六
二
年
。
（
4
0
）
　
作
者
呉
濁
流
は
、
傅
氏
訳
『
亜
細
亜
的
孤
児
」
の
「
由
日
文
　
　
翻
訳
中
文
的
経
過
」
に
お
い
て
、
五
七
年
の
再
版
に
辺
り
、
　
　
『
中
央
公
論
』
七
月
号
、
『
朝
日
新
聞
」
（
朝
日
画
報
台
湾
特
輯
　
　
号
）
、
『
東
京
内
外
時
報
』
、
『
愛
光
新
聞
』
に
お
い
て
、
こ
の
作
　
　
品
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
調
査
の
限
り
で
は
　
　
見
当
た
ら
な
い
。
（
4
1
）
　
前
掲
注
二
二
の
張
良
澤
編
『
呉
濁
流
作
品
集
」
漢
詩
篇
に
、
　
　
工
藤
に
は
、
「
除
日
在
病
床
寄
工
藤
教
授
」
（
一
九
五
三
年
）
な
　
　
ど
合
計
十
首
、
坂
口
に
は
「
八
代
市
訪
坂
口
禰
子
不
遇
有
感
」
　
　
な
ど
合
計
四
首
、
村
上
に
は
「
謝
村
上
知
行
贈
書
」
な
ど
計
二
　
　
首
、
そ
の
他
、
「
與
金
関
教
授
叙
旧
」
「
遥
送
中
村
教
授
遊
欧
州
　
　
経
過
高
雄
」
「
與
杉
森
久
英
、
中
村
教
授
、
立
石
画
伯
、
尾
崎
　
　
等
叙
旧
」
な
ど
収
録
。
作
成
日
時
の
分
か
る
も
の
の
み
明
記
。
（
4
2
）
　
松
永
正
義
「
日
本
に
お
け
る
台
湾
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
」
　
　
（
『
言
語
文
化
』
第
三
十
号
、
一
橋
大
学
語
学
研
究
室
、
一
九
九
　
　
三
年
）
。
（
4
3
）
　
中
村
哲
「
序
」
（
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
、
ひ
ろ
ば
書
房
、
　
一
九
　
　
五
七
年
）
。
（
4
4
）
　
村
上
知
行
「
序
」
（
『
歪
め
ら
れ
た
島
』
、
ひ
ろ
ば
童
旦
房
、
一
　
　
九
五
七
年
）
。
（
4
5
）
　
尾
崎
秀
樹
「
決
戦
下
の
台
湾
文
学
－
植
民
地
の
文
学
」
（
岩
　
　
波
『
文
学
』
四
月
号
、
一
九
六
二
年
）
四
〇
二
i
四
〇
三
頁
。
65　「胡志明』から『アジヤの孤児』へ　　豊田
杁《胡志明》到《亜畑亜的孤几》
　一美干文本的改編
羊田周子
美腱洞：《胡志明》（『胡志明』），《亜鋼亜的孤几》（『アジヤの孤児』），友行
　　　　再版原委（刊行・再刊の経緯），文本改編（テクスト改編），漢者
　　　　反ロ向（読者の反響）
　　台湾作家昊独流（1900－76）在言愴非常受限制的日据吋期台湾，力我
伯留下了杞景受圧迫的台湾人形象的日梧長篇小悦《胡志明》。
　　迭篇小悦在哉后，被改題・改編力《亜鯛亜的孤几》井在日本被出版。
但是先行研究指出《亜鋼亜的孤几》是由小悦《胡志明》圧箔井経大量改編
而成。
　　本文試圏対改編部分和改編理由送行付槍，井通迂考慮台湾和日本双方
的厨史文豚、炭行和再版的原委以及慎者的反胸等要素、来対小悦《胡志
明》被改編力《亜刎亜的孤几》井在日本被炭行的背景遊行考察。
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